
「聖人伝」に現れる砂漠の苦行僧（足立〕

「
聖
人
伝
」

に
現
れ
る
砂
漠
の
苦
行
僧

1
1
1古
代
末
期
東
地
中
海
世
界
の
社
会
変
容
に
お
け
る
そ
の
役
割
ー
ー
ー足

立

広

明

【
要
約
】
古
代
末
期
の
地
中
海
世
界
の
社
会
変
容
に
関
連
し
て
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
に
、
隠
者
的
な
「
聖
人
」
の
存
在
が
あ
る
。
彼
ら

は
修
道
土
の
起
源
で
あ
り
、
と
く
に
東
方
で
は
社
会
を
規
定
す
る
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
修
道
士
「
聖
人
」
成
長
の
社
会
的

意
味
を
、
主
と
し
て
「
聖
人
伝
」
史
料
か
ら
探
っ
て
み
た
。

隠
者
た
ち
は
、
砂
漠
や
岩
山
の
洞
穴
に
、
孤
独
な
禁
欲
の
苦
行
生
活
を
送
っ
た
。
苦
行
の
さ
な
か
、
彼
ら
は
臨
死
体
験
や
悪
霊
の
誘
惑
を
受
け
る
が
、

神
の
助
力
で
再
生
す
る
。
神
に
通
じ
る
「
カ
」
を
得
た
苦
行
者
の
許
に
は
、
病
い
や
し
か
ら
村
の
も
め
事
の
調
停
ま
で
、
多
種
多
様
な
嘆
願
が
持
込
ま
れ

た。
こ
の
よ
う
な
「
力
」
を
持
つ
者
が
、
「
聖
人
」
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
背
景
に
は
、
国
家
や
教
会
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
意
図
が
あ
っ
た
。
だ
が
、

そ
れ
に
加
え
て
、
彼
ら
の
「
力
」
を
結
集
軸
と
す
る
、
古
代
末
期
東
方
の
村
落
社
会
に
お
け
る
、
自
律
的
再
秩
序
化
の
動
き
が
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

史
林
七
ニ
巻
五
号
一
九
八
九
年
九
月

は

じ

め

神
と
の
避
遁
を
目
指
し
て
、
砂
漠
の
中
で
孤
独
な
禁
欲
の
苦
行
を
続
け
る
隠
者
の
群
。

ロ
ー
マ
帝
国
の
伝
統
的
な
社
会
秩
序
が
崩
れ
、
代
わ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
権
力
が
秩
序
の
担
い
手
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
た
、
古
代
末
期
の
地

中
海
世
界
。

エ
ジ
プ
ト
や
シ
リ
ア
を
皮
切
り
に
、
各
地
に
禁
欲
の
苦
行
者
が
現
れ
た
。
修
道
運
動
の
始
ま
り
で
あ
る
。
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大
き
く
時
代
が
転
換
し
て
い
く
古
代
末
期
の
社
会
の
中
で
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
課
題
を
解
明
す

①
 

る
手
が
か
り
と
し
て
、
本
稿
で
は
砂
漠
の
隠
修
士
に
関
す
る
主
た
る
史
料
、
「
聖
人
伝
」
を
用
い
つ
つ
、

地
中
海
東
部
の
人
々
が
、

彼
ら
に
何

を
期
待
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

「
聖
人
伝
」
に
現
れ
る
隠
者
た
ち
は
、
ま
さ
に
超
能
力
者
で
あ
る
。
祈
り
を
通
じ
て
顕
現
す
る
神
の
力
に
よ
っ
て
悪
霊
を
調
伏
さ
せ
、
村
人

ゃ
、
時
に
は
宮
廷
の
中
で
で
も
、
病
い
ゃ
し
ゃ
予
言
の
奇
蹟
を
示
す
。
そ
の
荒
唐
無
稽
な
物
語
の
放
に
、
こ
れ
ま
で
の
実
証
的
歴
史
研
究
の
中

で
は
、
十
分
な
考
察
の
対
象
と
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

だ
が
、
超
自
然
的
世
界
を
い
か
な
る
形
で
思
い
描
き
、
ま
た
そ
の
超
自
然
的
世
界
と
人
間
と
を
媒
介
す
る
任
務
を
誰
が
果
す
か
は
、
権
力
関

係
の
在
り
方
と
も
結
び
つ
く
、
極
め
て
現
実
的
な
問
題
な
の
で
あ
り
、
ま
た
、
対
象
と
な
る
社
会
に
お
け
る
、
人
間
と
人
聞
を
結
ぶ
結
合
関
係

を
も
規
定
す
る
事
象
な
の
で
あ
る
。

ポ
リ
ス
社
会
に
お
い
て
、
人
間
の
身
近
な
周
囲
に
存
在
し
て
い
た
多
種
多
様
な
神
々
は
、
古
代
末
期
に
お
い
て
は
一
様
に
悪
霊
と
さ
れ
、

方
、
唯
一
の
超
越
神
が
、
民
衆
の
手
の
届
か
ね
彼
方
に
置
か
れ
た
。
民
衆
と
超
自
然
的
存
在
は
、
勝
手
な
直
接
交
流
を
持
つ
て
は
な
ら
ず
、
民

衆
は
「
神
の
代
理
人
」
た
る
皇
帝
の
前
に
ひ
れ
伏
し
、
主
教
の
「
正
し
い
」
教
説
に
よ
っ
て
導
か
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

さ
て
、
問
題
は
、
こ
の
中
で
砂
漠
の
隠
者
の
果
し
た
役
割
で
あ
る
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
教
会
権
力
の
尖
兵
と
し
て
の
役
割
で
、
祈
り

や
奇
蹟
の
呪
術
的
能
力
で
も
っ
て
、
ま
つ
ろ
わ
ぬ
神
三
伊
』
調
伏
し
、
農
村
や
民
衆
レ
ベ
ル
で
の
キ
リ
ス
ト
教
化
を
推
進
し
た
の
で
は
な
い
か
。

②
 

こ
れ
は
、
西
欧
初
期
中
世
研
究
の
中
で
伝
統
的
な
「
聖
人
伝
」
解
釈
で
あ
る
。

こ
の
見
方
は
、
確
か
に
あ
る
一
面
を
言
い
当
て
て
い
る
と
思
え
る
が
、
後
世
の
西
欧
に
お
け
る
、
制
度
的
に
確
立
し
た
キ
リ
ス
ト
教
権
力
の

印
象
に
左
右
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

古
代
末
期
に
お
い
て
、
教
会
権
力
は
な
お
一
元
的
な
制
度
と
し
て
確
立
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
教
義
の
面
で
も
組
織
の
面
で
も
常
に
論
争
を

呼
び
、
東
方
で
は
そ
の
度
に
各
派
が
そ
れ
ぞ
れ
修
道
僧
を
動
員
し
て
争
い
を
く
り
広
げ
て
い
た
。
そ
し
て
、
中
央
に
お
け
る
「
正
統
」
信
仰
が
、
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地
方
レ
ベ
ル
に
ま
で
貫
徹
す
る
こ
と
は
、

っ
、
こ
工
、
っ
こ
O

J

－
t
v
p
vふ
J

A

H

N

J

J

ま
た
、
砂
漠
の
隠
者
た
ち
の
高
い
霊
的
権
威
も
、
決
し
て
教
会
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
介
し
て
授
与
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼

ら
が
修
行
の
道
に
入
る
の
は
、
神
や
そ
の
使
徒
の
突
然
の
啓
示
、
つ
ま
り
、
超
自
然
的
存
在
と
の
直
接
交
流
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
民
衆
が

③
 

彼
ら
を
「
聖
人
」
と
し
て
崇
敬
す
る
の
も
、
そ
の
苦
行
や
奇
蹟
の
力
に
よ
っ
て
で
あ
っ
て
、
教
会
の
認
定
や
叙
階
に
よ
っ
て
で
は
な
か
っ
た
。

民
衆
レ
ベ
ル
の
教
化
に
利
用
し
う
る
と
は
い
え
、
彼
ら
の
存
在
は
、
制
御
し
え
な
い
制
度
外
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
教
会
や
国
家
に
と
っ
て

は
、
諸
刃
の
剣
と
も
な
り
か
ね
な
か
っ
た
。

一
方
、
地
域
の
民
衆
の
側
よ
り
す
れ
ば
、
砂
漠
の
隠
者
を
「
聖
人
」
と
し
て
押
立
て
る
こ
と
で
、

地
域
共
同
体
の
新
た
な
結
集
原
理
と
、
外
界
へ
の
対
応
論
理
を
得
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。

近
年
の
研
究
は
、
砂
漠
の
苦
行
者
の
こ
の
よ
う
な
両
義
的
性
格
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
教
化
す
る
側
で
な
く
、
受
容
す
る

い
か
な
る
画
像
が
描
け
る
の
だ

ろ
う
か
。

側
か
ら
、
西
欧
か
ら
で
は
な
く
、
東
方
か
ら
、
修
道
運
動
の
起
源
た
る
砂
漠
の
隠
者
た
ち
を
見
直
す
な
ら
ば
、

「聖人伝」に現れる砂漠の苦行僧（足立〉

①
こ
こ
で
言
う
「
聖
人
伝
」
は
、
宮
宅
o
m
z－vF司、

5
0唱
。
四
日
目
V
E
o
と
総
称
さ
れ

る
文
献
一
般
を
指
し
て
用
い
て
い
る
。
個
々
の
伝
記
自
体
は
、

E
P
A町宮、

F
O
F
E

あ
る
い
は
－
o
m
g己
、
広
m
o
E。‘

F
a
g号
、
で
あ
る
。
「
聖
人
伝
」
文
献
が
含
む

の
は
、
も
ち
ろ
ん
狭
い
意
味
で
の
修
道
僧
の
伝
記
だ
け
で
な
く
、
「
殉
教
者
伝
」

そ
の
他
も
含
ま
れ
、
聖
テ
ク
ラ
凹
汁
吋
F
o
o
E
の
よ
う
な
、
特
異
な
例
も
入
る
。

彼
女
は
二
世
紀
の
殉
教
者
だ
が
、
セ
レ
ウ
キ
ア
近
辺
の
守
護
聖
人
と
し
て
、
と
く

に
イ
サ
ウ
り
ア
人
侵
攻
と
か
ら
ん
で
五
世
紀
に
よ
く
崇
拝
さ
れ
、
天
空
を
駆
け
る

馬
車
に
乗
っ
て
出
現
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
古
代
末
期
の
「
聖
人
伝
」

の
特
徴
は
、
何
と
い
っ
て
も
同
時
代
に
苦
行
し
た
隠
修
士
的
修
道
僧
の
伝
記
で
あ

り
、
こ
れ
は
ま
た
柱
頭
隠
者

ι
2三
守
芳
、
主
教
、
聖
愚
者
同
，

Z
旬。。「

ι
2

Z
R
H
な
ど
に
分
類
で
き
る
。

ω
2・
〉
U
B
E
E
S－ロ－
N
・
問
、
同
む
な
。
向
言
、

bz

h
o室

E
d・
ロ
．
、
〉
ロ
ロ
〉
与
O
F
S
∞斗・
H
4
y
N
0
・
会
。
件
。
・
時
代
は
下
る
が
、
出
色
玄
口
、

同
・
・
巳
F
h
g
h
b
R
Q
同
a
h
E
h言
、
b
R
Q
G主
君
n
f
u
ぐ

o
z
－
ロ
E
u
h
o
z
o
p
印
。

E
・・

5
ミ
・
の
七
｜
十
五
世
紀
の
人
物
九

O
名
中
七
五
名
が
修
道
土
だ
と
い
う
0
8
0・

n
F
R
E
E、
何
、
‘
叶
FO
富。ロ
r
g
p
M
M
色
。
目
。
ロ
件
。
同
国
可
NmwE50
印。己主司、．

b
O
H
U・
N
F
H
甲
山
己
切
司
司
・
∞
ωi∞AH
・

②
ヤ
コ
プ
ス
・
デ
・
ウ
オ
ラ
ギ
ネ
、
前
回
敬
作
、
今
村
孝
訳
『
黄
金
伝
説
』
一
、

人
文
書
院
、
一
九
七
九
、
五
三
六
頁
。
阿
部
謹
也
『
西
洋
中
世
の
罪
と
罰
l
亡
霊

の
社
会
史
』
弘
文
堂
、
一
九
八
九
、
七
八
頁
、
九
五
｜
一

O
O頁
、
一

O
二
一
貝
等
。

佐
藤
彰
一
「
後
期
古
代
社
会
に
お
け
る
聖
人
・
司
教
・
民
衆
｜
｜
中
世
初
期
司
教

権
力
の
解
明
の
た
め
の
一
試
論
」

lla早
大
『
西
洋
史
論
叢
』
五
号
、
一
九
八
三
、

一
1
一
四
頁
。
た
だ
し
、
佐
藤
氏
は
聖
人
に
よ
る
支
配
は
、
「
い
か
な
る
意
味
で

も
、
国
家
的
秩
序
を
創
出
し
う
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。
氏
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の
力
点
は
、
己
の
支
配
が
民
衆
の
政
治
的
想
像
力
の
中
に
統
合
さ
れ
た
、
「
支
配

者
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
言
う
こ
と
に
あ
る
。

③
教
会
の
「
聖
人
」
認
定
が
始
ま
る
の
は
、
西
方
の
カ
ト
p
y
p教
会
の
整
備
が

進
む
の
と
並
行
し
、
か
な
り
遅
い
。
教
皇
が
唯
一
の
公
式
認
定
権
を
主
張
し
た
の

は
一
二
三
四
年
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
介
入
は
常
に
あ
る
も
の
の
、
地
方
小
集

団
の
中
で
「
聖
人
」
が
崇
拝
さ
れ
て
い
た
。
と
く
に
古
代
末
期
、
六
世
紀
段
階
で

は
、
ま
だ
そ
の
よ
う
な
序
列
化
の
試
み
以
前
で
あ
っ
た
。

g
p
u
o
H
o
o
p
p－可・

運
動
の
概
観
と
研
究
史

U
M『
図
。
品
問
E
P
－
－
‘
吋
。
耳
R
ι
ω
m
v
ω
O
O吉田。同日

g
－a
a晶
司

O同

o
p
p
O回目
NO
品

mpMMM巴
M00ι

』
ロ
己
百
円
リ
笹
神
F
o
z
o
n
Fロ円
AUF
－、－
p
h
d
F戸】
ω
Oロ・∞－
o
a－
－
旬
お
な
”
な

aa札

S
2．
、
。
a
h
H旬、

M
m
a札
な
匂
札
芯
勾
ミ
誌
な
震
匂

M
Eな旬。
h
q・
旬
。
h
b
h。
苦
翁
吉
出
旧
民
足
。
、
い
官
、

の
P
E
U
E
ι
問
。
＼

F
Oロ
ι
oロ
＼

Z
J『
・
＼

Z
O唱

m
o
o
F
O
H
Z
＼
冨
巴
『

O
Z
Hロ
O
＼
印
可
也
ロ

ou
、．

5
8・
司
M
Y
H恒
也

l
N
H
m
－
こ
こ
で
言
う
「
聖
人
」
と
は
、
大
主
教
や
大
神
学
者
で
な

く
、
民
衆
に
「
聖
な
る
者
」
と
受
容
さ
れ
た
苦
行
者
た
ち
な
ど
の
こ
と
で
あ
る
。
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ず
東
方
に
お
け
る
、
修
道
運
動
の
広
が
り
を
お
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

砂
漠
の
隠
者
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
民
衆
に
「
聖
人
」
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
く
の
か
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
に
は
、
ま

修
道
運
動
と
い
え
ば
、
西
方
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
を
も
っ
て
そ
の
起
源
と
す
る
む
き
も
あ
る
ほ
ど
、

修
士
に
限
ら
ず
無
視
さ
れ
て
き
た
。

一
般
に
東
方
の
修
道
運
動
は
、
砂
漠
の
隠

だ
が
、
修
道
運
動
は
ま
ず
エ
ジ
プ
ト
や
シ
リ
ア
の
砂
漠
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
運
動
は
拡
大
し
、
ま
た
後
に
な
っ
て
も
「
修

道
土
の
故
郷
」
と
し
て
、
西
方
か
ら
も
巡
礼
を
集
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
全
て
の
キ
リ
ス
ト
教
修
道
運
動
が
、
古
代
末
期
東
方
の
、
砂
漠
の
修

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
、

道
士
た
ち
と
の
関
係
の
中
に
そ
の
淵
源
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
強
調
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。

①
 

ア
ン
ト

I
ニ
オ
ス
の
孤
独
な
苦
行
生
活
を
、
修
道
士
の
鑑
と
し
て
「
諸
外
国
」
に
喧
伝
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
伝
記
は
す
ぐ
に
ラ
テ
ン
語
訳
が
出
た
。
い
わ
ゆ
る
共
住
生
活
の
開
拓
者
た
る
パ
コ

l
ミ
オ
ス
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え

②
 

る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
ア
ン
ト
l
ニ
オ
ス
の
伝
記
に
感
動
し
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ュ
ム
ス
に
至
っ
て
は
、

で
苦
行
生
活
に
入
つ
て
し
ま
泊
。

つ
い
に
熱
情
抑
え
難
く
、
パ
レ
ス
チ
ナ

エ
ジ
プ
ト
で
は
、
孤
住
生
活
と
共
住
生
活
の
中
間
に
も
、
様
々
な
生
活
様
式
が
あ
っ
た
。
ラ
ウ
ラ
と
呼
ば
れ
る
、
ゆ
る
や
か
な
共
同
生
活
を



送
り
、
そ
の
う
ち
さ
ら
に
修
徳
を
積
ま
ん
と
し
て
孤
住
生
活
に
入
る
者
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
修
道
土
の
一
群
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
が
、

彼
ら
の
言
行
録
は
、
『
砂
漠
の
師
父
の
言
葉
』
と
し
て
、

④
 

伝
え
ら
れ
て
お
り
、
修
道
生
活
の
手
本
と
し
て
各
国
で
読
ま
れ
て
い
る
。

幾
つ
か
の
形
で
今
に

ニ
ト
リ
ア
砂
漠
と
ス
ケ
l
テ
ィ
ス
の
苦
行
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

エ
ジ
プ
ト
の
隠
修
士
的
な
生
活
は
、
そ
の
後
パ
レ
ス
チ
ナ
に
拡
大
し

⑤
 

た
。
ヒ
エ
ロ
ニ
ュ
ム
ス
の
修
行
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
一
団
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

北
部
シ
リ
ア
に
も
修
道
運
動
は
拡
大
し
た
が
、
こ
こ
で
は
五
世
紀
ご
ろ
か
ら
独
特
の
修
行
法
が
編
み
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
柱
の
上
に
登
っ

て
何
十
年
と
な
く
、
風
雨
、
寒
暑
に
さ
ら
さ
れ
つ
つ
修
行
す
る
と
い
う
も
の
で
、
行
者
は
「
柱
顕
隠
者
」
弘
ミ
C
L
P
4
円
と
呼
ば
れ
た
。
柱
頭
苦

⑥
 

ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
近
く
の
ダ
ナ
盆
地
が
最
初
の
中
心
地
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
近
辺
で
柱
頭
苦
行
の
確
立
者
と

行
は
そ
の
後
各
地
に
広
ま
っ
た
。

「聖人伝」に現れる砂漠の苦行僧（足立）

し
て
名
を
上
げ
た
、
大
シ
ュ
メ
オ
ン
の
下
か
ら
、
弟
子
の
ダ
ニ
エ
ル
が
出
た
。
彼
は
霊
感
に
打
た
れ
て
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
行
き
を
放
棄
し
て
、
聖

⑦
 

遺
物
等
で
既
に
聖
な
る
都
市
と
な
っ
た
首
都
に
赴
く
決
意
を
す
る
。
ダ
ニ
エ
ル
は
、
首
都
で
柱
頭
苦
行
と
病
い
や
し
の
奇
蹟
に
よ
り
民
心
を
集

③
 

め
、
宮
廷
で
も
権
勢
を
ふ
る
い
、
ゲ
ル
マ
ン
人
の
将
軍
を
追
出
す
の
に
、
市
民
を
動
か
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
地
方
で
は
、
シ
リ
ア
の
他
、
小

⑨
 

ア
ジ
ア
、
遠
く
ガ
リ
ア
に
ま
で
柱
頭
苦
行
は
伝
え
ら
れ
た
。

修
道
運
動
は
、
こ
の
よ
う
な
拡
大
の
中
で
、
東
方
の
社
会
生
活
を
構
成
す
る
重
要
な
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
。
宗
教
論
争
に
お
い
て
各
派
の

⑬
 

日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
修
道
院
は
村
は
ず
れ
の
風
景
の
一
部
と
な
り
、
村
落
社
会
を
律
し
て
い
た
。
権

実
戦
部
隊
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、

力
上
層
部
に
お
い
て
も
、
皇
帝
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
修
道
僧
的
な
神
に
仕
え
る
下
僕
と
し
て
の
任
務
を
果
す
べ
き
も
の
と
の
態
度
を
示

す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
い
川
、
主
教
も
ま
た
、
東
方
で
は
、
ま
ず
砂
漠
で
修
道
生
活
を
し
て
徳
を
磨
き
、
そ
の
中
で
評
判
が
高
ま
る
と
、
人
々
に

⑫
 

請
わ
れ
て
、
や
む
な
く
都
市
に
戻
る
と
い
う
ポ

l
ズ
を
と
っ
た
。

東
方
の
古
代
末
期
社
会
を
理
解
す
る
上
で
、
ま
た
同
時
代
以
降
の
西
方
社
会
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
も
、
東
方
修
道
制
の
発
展
と
そ
の
内
部

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
極
め
て
重
要
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
く
に
、
そ
の
中
で
起
源
的
役
割
を
担
い
、
そ
の
後

も
多
様
な
形
態
を
と
り
つ
つ
、
「
聖
な
る
も
の
」
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
、

隠
修
士
的
な
「
聖
人
」
に
つ
い
て
は
、

本
論
考
も
そ
の
手
は
じ
め
に
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過
ぎ
な
い
、
独
立
の
大
き
な
研
究
テ

l
マ
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
社
会
の
変
化
と
結
び
つ
く
、
「
聖
性
」

官
頭
で
も
記
し
た
よ
う
に
、

の
概
念
の
変
容
と
い
う
問
題
に
直
結
し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
東
方
修
道
運
動
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
ず
、
砂
漠
の
隠
者
た
ち
に
つ
い
て
は

な
お
さ
ら
で
あ
る
。

そ
の
理
由
の
第
一
は
、
西
方
の
教
会
が
自
ら
の
歴
史
を
語
る
際
に
、
東
方
と
の
関
わ
り
ゃ
、
制
度
外
的
な
隠
修
士
の
存
在
な
ど
は
、
や
が
て

克
服
さ
れ
て
い
く
べ
き
、
自
分
た
ち
西
方
教
会
の
前
史
の
出
来
事
と
し
て
、
切
っ
て
捨
て
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
砂
漠
の
修
道
生
活
に
つ
い

て
も
、
孤
住
生
活
と
共
住
生
活
を
厳
し
く
峻
別
し
、
後
者
の
み
を
西
欧
修
道
院
へ
と
連
結
さ
せ
て
い
く
考
え
方
が
、
通
説
と
し
て
確
立
し
て
い

る
。
ア
ン
ト

I
ニ
オ
ス
や
ス
ケ
l
テ
ィ
ス
の
修
道
士
た
ち
の
苦
行
は
、
な
る
ほ
ど
完
徳
の
極
み
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
パ
コ
l
ミ
オ
ス
の
共
住
修

道
院
の
組
織
と
、
パ
シ
レ
イ
オ
ス
の
会
則
を
も
っ
て
、
は
じ
め
て
規
律
あ
る
も
の
と
な
る
。
こ
れ
が
西
欧
に
お
い
て
、
順
調
で
陸
全
な
発
展
を

⑬
 

修
道
院
が
達
成
で
き
る
基
礎
と
な
る
。
今
日
の
概
説
書
等
で
も
連
綿
と
引
継
が
れ
て
い
る
図
式
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
こ
れ
で
西
方
修
道
院
史
の
、
あ
り
う
べ
き
見
方
の
一
つ
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
自
己
の
組
織
、
制
度
上
の
確
立
を
よ
し
と

す
る
観
点
の
裏
返
し
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
組
織
化
さ
れ
ず
に
修
行
す
る
者
は
「
行
き
過
ぎ
」
と
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
者
の
俳
個
を
許
す
、

東
方
の
制
度
的
発
展
の
な
さ
を
、
「
停
滞
」
の
極
み
と
断
ず
る
価
値
観
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
、
東
方
の
苦
行
者
を
詳
し
く
取
上
げ
て
も
、

⑭
 

修
徳
モ
デ
ル
と
す
る
他
は
、
苦
行
者
を
生
み
出
す
社
会
に
つ
い
て
は
、
ま
る
で
無
理
解
な
状
態
を
露
呈
す
る
。
古
代
教
会
史
家
、

マ
ル
l
の
次

の
言
葉
を
、
何
と
評
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

初
期
の
エ
ジ
プ
ト
の
修
道
者
た
ち
は
あ
の
粗
野
な
コ
プ
ト
人
の
農
民
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
は
非
常
に
低
い
生
活
水
準
か
ら
出
発
し
た
の
で
、
貧
欲
を
抑
制
し

よ
う
と
い
う
熱
情
に
よ
っ
て
、
慰
安
、
食
物
、
睡
眠
を
断
つ
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
戸
惑
う
よ
う
な
極
端
な
行
き
過
小
を
行
な
う
の
で
あ
句
。

点
筆
者
）

「
わ
れ
わ
れ
が
戸
惑
う
よ
う
な
極
端
な
」
修
行
を
、

「
粗
野
な
コ
プ
ト
人
の
農
民
」
の

「
非
常
に
低
い
生
活
水
準
」
に
端
を
発
す
る
「
行
き
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過
ぎ
」
と
す
る
こ
と
な
く
、
社
会
及
び
文
化
の
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
、
「
わ
れ
わ
れ
」
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

だ
が
、
他
な
ら
ぬ
ビ
ザ
ン
ツ
史
家
で
、
「
聖
人
伝
」
編
集
に
功
績
を
上
げ
た
、

こ
の
よ
う
な
視
点
は
共
通
し
て
い

H
・
デ
ル
ア
エ
に
す
ら
、

る
。
彼
は
、
「
な
げ
か
わ
し
い
停
滞
」
の
中
に
あ
る
東
方
と
、
「
よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
適
応
性
」
を
持
つ
西
方
を
対
比
さ
せ
、
西
方
は
素
晴
し

⑮
 

い
宗
教
秩
序
を
十
二
世
紀
か
ら
今
日
ま
で
発
展
さ
せ
て
き
た
の
に
、
東
方
は
ほ
と
ん
ど
霊
的
力
を
浪
費
さ
せ
て
き
た
と
捉
え
る
。
そ
れ
は
、
東

⑫
 

方
が
強
力
な
組
織
化
に
失
敗
し
た
か
ら
だ
、
と
彼
は
考
え
て
い
る
。

教
会
史
を
離
れ
た
歴
史
家
の
中
で
も
、
東
方
の
砂
漠
の
苦
行
者
の
評
判
は
芳
し
く
な
い
。
修
徳
上
の
モ
デ
ル
に
す
る
必
要
も
な
い
だ
け
、
そ

の
評
価
は
い
っ
そ
う
低
い
。
東
方
修
道
制
研
究
が
遅
れ
て
き
た
理
由
の
第
二
で
あ
る
。

啓
蒙
史
家
ギ
ボ
ン
に
と
っ
て
、
砂
漠
の
修
道
僧
は
、
ま
さ
に
「
野
蛮
と
宗
教
」

⑬
 

の
浬
然
一
体
と
な
っ
た
、
文
明
の
破
壊
者
で
あ
っ
た
。

ロ
ッ
パ
市
民
社
会
の
精
神
の
母
体
と
さ
れ
る
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ

l
マ
の
ポ
リ
ス
社
会
。
そ
れ
が
崩
れ
て
い
く
古
代
末
期
に
あ
っ
て
、
常
識
を
逸

脱
し
た
苦
行
を
し
、
激
情
で
も
っ
て
神
股
破
壊
を
進
め
る
輩
。
断
末
魔
に
と
ど
め
を
刺
す
下
手
人
と
し
て
の
評
価
は
、
ギ
ボ
ン
以
後
も
変
わ
ら

rA
向、
O

J
J

一vv

「聖人伝」に現れる砂漠の苦行僧（足立〕

今
日
さ
か
ん
と
な
っ
た
心
性
史
の
先
駆
け
と
も
目
さ
れ
る
、

E
・
R
－
ド
ッ
ズ
の
『
不
安
の
時
代
に
お
け
る
異
教
と
キ
リ
ス
ト
教
』
に
も
、

こ
う
し
た
伝
統
は
う
か
が
え
る
。
彼
の
研
究
は
、
二
世
紀
の
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
朝
時
代
か
ら
四
世
紀
は
じ
め
ま
で
の
、
異
教
に
も
キ
リ
ス
ト
教
に

も
共
通
す
る
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
変
化
を
た
ど
り
、
そ
こ
に
社
会
経
済
的
指
標
に
し
ば
し
ば
先
行
す
る
形
で
、
社
会
崩
壊
へ
の
予
兆
が
現
れ
て
い

る
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
夢
占
い
や
奇
蹟
、
予
言
の
書
な
ど
、
従
来
の
社
会
経
済
史
で
は
見
過
さ
れ
て
き
た
史
料
を
ふ
ん
だ
ん

に
駆
使
し
、
心
理
学
的
手
法
で
読
み
解
こ
う
と
す
る
方
法
は
、
十
分
今
日
的
評
価
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
彼
に
と
っ
て
古
代
末
期
は
、
あ
く
ま
で
「
不
安
の
時
代
」
な
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
不
安
は
、
何
か
を
生
む
た
め
の
不
安
で
は

な
い
。
そ
れ
は
、
時
代
の
精
神
を
蝕
む
「
病
気
」
な
の
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
砂
漠
の
隠
者
た
ち
の
苦
行
は
「
狂
気
」
に
他
な
ら
ず
、
彼
ら
は

⑬
 

「
内
因
性
の
神
経
症
」
に
か
か
っ
て
い
る
と
診
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ヨ
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こ
の
よ
う
な
従
来
の
見
解
を
打
破
し
、
東
方
の
砂
漠
の
隠
者
に
立
脚
点
を
置
い
て
、
古
代
末
期
社
会
の
変
容
を
見
直
そ
う
と
す
る
動
き
が
、

(772) 

近
年
さ
か
ん
で
あ
る
。
そ
の
代
表
格
が
ア
メ
リ
カ
の

P
・
ブ
ラ
ウ
ン
で
あ
り
、
彼
は
ギ
ボ
ン
や
ド
ッ
ズ
と
違
い
、
古
代
末
期
を
「
衰
亡
」
で
は

な
く
「
形
成
」
の
、
「
不
安
」
で
は
な
く
「
野
心
」
の
時
代
と
見
立
て
、
隠
者
的
な
修
道
僧
を
、

リ
ー
ダ
ー
と
考
え
ら
ゆ
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
ト
ラ
ジ
ャ
ン
は
、
「
聖
人
伝
」
に
構
造
分
析
の
手
法
を
導
入
し
、

＠
 

た
。
彼
ら
の
登
場
以
後
、
古
代
末
期
の
隠
修
士
的
「
聖
人
」
た
ち
の
研
究
は
、
急
速
に
深
ま
り
つ
つ
あ
る
。

確
固
と
し
た
指
導
性
を
持
つ
、

村
落
社
会
の

130 

そ
の
利
用
範
囲
を
一
躍
広
げ

最
近
の
研
究
の
、
こ
の
よ
う
な
変
化
を
、
つ
な
が
し
た
の
は
、
第
一
に
考
古
学
的
成
果
の
蓄
積
、
第
二
に
文
化
人
類
学
的
手
法
の
導
入
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。

チ
ャ
レ
ン
コ
の
屠
大
な
発
掘
調
査
報
告
は
、
北
部
シ
リ
ア
に
限
定
さ
れ
る
と
は
い
え
、
古
代
末
期
地
中
海
世
界
で
、
最
も
史
料
状
況
が
豊
富

で
、
経
済
的
に
も
繁
栄
し
て
い
た
地
域
に
関
す
る
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。

図
ー
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
東
方
の
、
石
灰
岩
山
地
地
方
に
お
い
て
、
二
世
紀
以
降
、
七
世
紀
は
じ
め
ま
で
間

＠
 

断
な
く
成
長
し
た
と
報
告
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
オ
リ
ー
ブ
・
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
地
域
の
状
況
で
あ
る
。
柱
頭
隠
者
大
シ
ュ
メ
オ
ン
の
修
行
場
、

カ
ラ
ト
・
シ
マ
ン
を
は
じ
め
、
柱
頭
苦
行
者
や
そ
の
他
の
修
行
僧
が
輩
出
し
、
修
道
運
動
中
心
地
の
一
つ
と
な
っ
た
の
も
、
こ
の
同
じ
北
部
シ

＠
 

リ
ア
・
オ
リ
ー
ブ
・
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
地
域
な
の
で
あ
る
。
図
2
に
お
い
て
、
同
じ
場
所
の
修
道
院
分
布
を
示
し
て
い
る
。

カ
ラ
ト
・
シ
マ
ン
は
こ
の
う
ち
で
も
顕
著
な
例
で
、
五
世
紀
後
半
よ
り
豪
壮
な
聖
所
が
建
設
さ
れ
（
図
3
参
照
）
、
そ
の
規
模
は
か
つ
て
の
バ

ア
ル
神
肢
を
も
上
回
る
。
そ
し
て
、
ダ
ナ
盆
地
よ
り
、
こ
の
聖
所
へ
詣
で
る
参
拝
者
、
巡
礼
の
た
め
に
道
が
で
き
、
カ
ラ
ト
・
シ
マ
ン
の
下
に

＠
 

は
門
前
町
テ
ラ
ニ

y

ソ
ス
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

＠
 

困
窮
し
た
逃
亡
農
民
の
群
が
修
道
者
群
の
も
と
に
な
っ
た
と
す
る
、
こ
れ
ま
で
の
捉
え
方
と
は
正
反
対
に
、
極
め
て
富
裕
な
成
長
す
る
村
落

社
会
の
中
に
、
東
方
の
修
道
制
は
そ
の
根
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
実
際
、

＠
 

修
道
院
は
次
第
に
村
落
に
不
可
欠
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

チ
ャ
レ
ン
コ
の
報
告
に
よ
る
と
、

一
種
の
「
村
落
寺
院
」
的
機
能
を
果
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い



ヵ、＠。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
村
落
社
会
の
中
で
、
社
会
か
ら
逸
脱
し
た
苦
行
に
身
を
投
じ
、
柱
の
上
で
数
十
年
も
過
す
よ
う
な
者
が
、
何
故
「
聖

人
」
と
し
て
崇
敬
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
。
こ
の
間
い
を
解
明
す
る
た
め
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
文
化
人
類
学
的
手
法
に
よ
る
説
明
を
試
み
た
。

「聖人伝」に現れる砂漠の苦行僧（足立）
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す
な
わ
ち
、
砂
漠
の
隠
者
た
ち
は
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
l
、
「
異
人
」
で
あ
り
、

そ
れ
故
に
逆
に
共
同
体
内
に
利
害
関
係
を
持
た
ね
、

聖
な
る
仲

裁
者
、
調
停
者
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
の
拡
大
と
新
し
い
村
落
社
会
の
発
展
に
伴
い
、
住
民
の
相
互
の
結
合
関
係
が

＠
 

不
安
定
な
中
で
、
こ
の
よ
う
な
「
異
人
」
の
介
在
す
べ
き
余
地
が
広
が
っ
た
。

＠
 

ブ
ラ
ウ
ン
の
所
説
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
伝
統
社
会
に
加
え
ら
れ
て
き
た
よ

う
な
分
析
の
メ
ス
を
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
も
用
い
、
有
効
な
展
望
を
聞
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
個
人
と
個
人
、
共
同
体
と
共
同
体
の
橋
わ

た
し
役
を
す
る

E
ロ
m
O
E
5
2一
と
し
て
の
役
割
は
、
教
会
史
家
フ
レ
ン
ド
に
よ
っ
て
も
注
目
さ
れ
、
彼
は
五
世
紀
の
東
方
社
会
が
、
西
方
と
比

＠
 

べ
て
安
定
を
保
っ
た
理
由
と
し
て
、
隠
者
的
な
修
道
僧
の
存
在
を
挙
げ
て
い
る
。

ブ
ラ
ウ
ン
の
論
考
は
、
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
価
値
が
あ
る
が
、
そ
れ
放
に
強
引
さ
も
見
う
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
隠
修
士
的
「
聖
人
」
を
東

方
で
は
生
身
の
存
在
で
あ
り
、
西
方
で
は
主
教
の
操
作
す
る
「
聖
遺
物
」
と
な
っ
た
死
ん
だ
存
在
で
あ
る
と
し
て
、
厳
し
く
区
分
す
る
こ
と
な

図2凡例

圃場所は確認されているが，同定で

きない修道院。

画場所は確認されている杭同定で

きない柱頭隠者の修道院。

ー）場所地ま確認され，四つのモノフイ

＝ジスト書簡で同定された修道院。

（固：；場所地霊確認され，その他の史料で

、一’同定された修道院。

｜曲｜場所治宝確認され，四つのモノフイ

ーノジスト書簡で同定された柱頭隠者

の修道院。

・晶、場所が確認され，その他の史料で

」／同定された柱頭隠者の修道院。

⑬）モノフィジスト書簡には証言され

'-..7 る培えまだ確認されない修道院。

’〔＼その他の史料で証言されるが，ま

－－~·だ確認されない修道院。

([!a；モノフイジスト書簡には証言され

⑨ノるが，まだ確認されない柱頭隠者

の修道院。

’市＼その他の史料で証言される杭ま

ロだ確認されない柱頭隠者の修道院。

⑥孤住苦情の隠遁地，もしくは独

＇－...／房。モノフィジスト書簡には証言

されるが，確認されない。

f’i＇：：孤住者行者の隠遁地．もしくは独

房。他の史料で証言されるが確認

されない。

口修道院と推測される遺構。

ぷモノフイジスト書簡や他の史料で

凶引用される杭場所の限定が疑わ

しいままの修道院。

忠＼以前のリストに引用されず，推測

、己ノされる修道院。
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ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
従
来
的
な
西
方
中
心
の
、

(776) 134 

「
聖
人
」
及
び
「
聖
人
伝
」
研
究
の
枠
を
越
え
る
た
め
で
あ
ろ
う

＠
 

が
、
東
方
に
お
い
て
も
聖
人
崇
敬
は
死
後
も
拡
大
す
る
し
、
西
方
に
お
い
て
も
全
て
操
作
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

教
化
布
教
の
道
具
と
い
う
、

ま
た
、
ダ
グ
ロ
ン
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
北
部
シ
リ
ア
の
村
落
自
体
の
中
に
も
、
著
し
い
大
村
落
と
な
る
も
の
の
あ
る
反
面
、
零
落
す
る
農

村
も
あ
り
、
調
停
者
と
し
て
の
「
聖
人
」
も
、
こ
の
中
で
役
割
を
果
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
加
。

だ
が
、
考
古
学
的
成
果
も
加
味
し
つ
つ
、
文
化
人
類
学
や
社
会
学
、
心
理
学
的
な
見
地
か
ら
「
聖
人
伝
」
テ
キ
ス
ト
を
読
み
解
き
、
そ
こ
か

ら
砂
漠
の
隠
者
た
ち
の
社
会
的
機
能
を
読
み
と
っ
て
い
こ
う
と
す
る
の
が
、
最
近
の
傾
向
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。

そ
し
て
、
そ
の
中
で
、
以
前
の
よ
う
な
固
定
的
で
停
滞
的
な
社
会
の
中
で
、
食
い
つ
め
た
農
民
が
逃
亡
し
た
の
だ
と
い
っ
た
見
方
は
す
た
れ
、
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h
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な

き
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草
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匂
い

E
S
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a
e
s
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向
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号
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切ミ
S
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崎

h
h
長
官
－
宅
B
E口
四
件

o
p
g∞問、同省－
M
品

l
M印・

隠
者
の
苦
行
｜
聖
性
獲
得
へ
の
ス
テ
ヴ
ブ

両
親
を
な
く
し
て
家
産
運
営
に
困
っ
て
い
た
ア
ン
ト
！
ニ
オ
ス
の
耳
に
、
教
会
か
ら
こ
ん
な
言
葉
が
流
れ
込
ん
で
き
た
。

も
し
全
き
た
ら
ん
と
欲
す
る
な
ら
、
行
け
。
お
ま
え
の
手
に
あ
る
全
て
の
財
産
を
売
っ
て
、
貧
民
に
与
え
よ
。
そ
し
て
、
来
て
、
私
に
従
う
の
だ
。
そ
う
す

①
 

れ
ば
天
に
宝
を
持
つ
だ
ろ
う
。

天
啓
を
受
け
た
の
か
の
よ
う
に
、
彼
は
家
に
戻
り
、
三
百
ア
ル
l
ラ
ほ
ど
の
豊
か
な
田
畑
を
売
り
払
い
、
孤
独
な
修
行
生
活
に
入
っ
て
い
く
。

有
名
な
聖
ア
ン
ト
l
ニ
オ
ス
発
心
の
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
自
発
的
貧
困
へ
の
希
求
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
他
の
「
聖
人
伝
」
に
も
共
通
す
る
。

小
ア
ジ
ア
、

シ
ュ
ケ
オ
ン
の
聖
テ
オ
ド
l
ロ
ス
は
、
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
を
そ
の
地
で
倣
お
う
と
、
次
の
ご
と
く
宣
言
し
た
。

「聖人伝」に現れる砂漠の苦行僧（足立〉

全
て
の
聖
人
え
や
内
定
誌
再
開
内
は
、
信
仰
に
よ
っ
て
王
に
勝
り
、
義
の
た
め
に
働
き
、
福
音
を
得
た
が
、
そ
れ
は
欠
乏
の
中
に
身
を
置
き
、
身
を
苦
し
め
、

②
 

害
に
さ
ら
さ
れ
、
荒
野
で
、
は
た
ま
た
山
や
洞
穴
や
地
の
穴
の
中
で
誘
惑
さ
れ
な
が
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
聖
人
伝
」
特
有
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
と
し
て
も
、
少
く
と
も
史
料
の
上
で
は
、
従
来
有
力
で
あ
っ
た
、
官
憲
に
圧
迫
さ
れ
て
逃
亡
す
る

③
 

農
民
と
い
う
姿
は
う
か
が
え
な
い
。
史
料
の
語
る
の
は
、
豊
か
な
家
産
を
所
有
し
な
が
ら
、
天
啓
に
目
覚
め
た
者
が
、
自
ら
望
ん
で
困
窮
生
活

に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
が
「
聖
人
」
と
な
る
に
は
不
可
欠
な
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
記
述
自
体
が
事
実
で
な
く
、
豊
か
な
土
地
所
有
も
見
せ
か
け
で
、
実
は
貧
困
か
ら
の
逃
亡
を
隠
し
た
い
か
ら
だ
と
も
憶
測

は
で
き
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
そ
れ
は
憶
測
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

こ
こ
で
は
、
無
理
な
憶
測
の
屋
上
屋
を
重
ね
て
「
隠
さ
れ
た
事
実
」
を
推
測
し
て
史
料
の
価
値
を
減
じ
る
よ
り
も
、
ま
ず
テ
キ
ス
ト
の
語
る

言
葉
に
耳
を
傾
け
て
み
よ
う
。
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テ
オ
ド

I
ロ
ス
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
、

「
聖
人
」
に
な
る
た
め
の
修
行
の
場
は
、

「
荒
野
」
や
、
「
山
や
洞
穴
や
地
の
穴
の
中
」
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
所
の
共
通
項
は
、
そ
こ
が
人
間
の
普
通
の
居
住
地
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
荒
野
や
山
は
、
神
が
下
り
、
悪
魔

③
 

の
試
し
が
待
ち
か
ま
え
る
場
所
で
あ
り
、
洞
穴
や
地
の
穴
は
、
地
下
の
死
の
国
に
通
じ
る
場
所
で
あ
る
。

「
聖
人
」

に
な
る
に
は
、

こ
の
よ

h

つ

な
、
こ
の
世
と
あ
の
世
の
出
会
う
場
所
で
、
「
誘
惑
」
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

実
際
、
テ
オ
ド

l
ロ
ス
は
、
こ
の
後
、
二
年
間
に
わ
た
っ
て
山
中
の
岩
穴
に
姿
を
隠
し
、
人
々
に
は
死
ん
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ

る
。
姿
を
現
し
た
時
の
彼
の
形
相
も
死
人
そ
の
も
の
で
、
そ
の
こ
と
が
た
と
え
よ
う
も
な
く
聖
な
る
こ
と
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
史
料
を
見
て

み
よ
う
。

、

、

、

、

、

、

、

（
彼
ら
は
）
そ
こ
で
喜
ん
で
登
っ
て
い
き
、
あ
た
か
も
死
人
の
よ
う
に
な
っ
て
現
れ
た
彼
を
引
っ
ぱ
り
出
し
た
。

I
l
a－
中
略
｜
｜
彼
の
頭
は
す
さ
ま
じ
い
悪

、

、

、

、

臭
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
傷
と
膿
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
お
び
た
だ
し
い
う
じ
虫
が
洞
穴
に
は
住
ん
で
い
て
、
そ
し
て
、
彼
の
骨
は
む
き
出
し
と
な

、

、

、

、

、

、

り
、
彼
の
髪
は
固
く
結
ぼ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
悪
臭
と
、
彼
か
ら
散
ら
ば
っ
て
く
る
う
じ
虫
の
た
め
に
、
誰
も
彼
の
近
く
に
立
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

、
、
、
、
、

彼
の
外
見
は
死
人
の
よ
う
で
あ
り
、
端
的
に
言
う
な
ら
、
そ
の
痛
苦
に
よ
っ
て
、
少
年
ヨ
プ
と
見
な
し
う
印
。
（
傍
点
筆
者
）

悪
臭
を
放
ち
、
う
じ
に
ま
み
れ
た
死
人
の
よ
う
な
姿
は
、
た
ち
ま
ち
評
判
に
な
り
、
こ
れ
を
聞
い
た
ア
ナ
ス
タ
ジ
ヲ
l
ポ
リ
ス
の
主
教
テ
オ

ド
シ
オ
ス
は
、
た
だ
ち
に
彼
を
叙
階
し
切
。

こ
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
に
、
圧
迫
さ
れ
た
農
民
の
逃
亡
す
る
姿
を
読
み
込
む
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る

の
は
、
人
間
の
領
域
か
ら
死
の
領
域
へ
踏
み
入
る
こ
と
が
、
非
常
に
神
聖
な
、

一
種
の
通
過
儀
礼
と
し
て
社
会
の
中
で
承
認
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
何
ら
か
の
社
会
的
緊
張
や
矛
盾
が
背
景
に
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
た
だ
圧
迫
さ
れ
た
の
で
逃
亡
し
た
と
い
っ
た
単
純
な

も
の
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
儀
礼
を
行
な
う
者
が
、
何
故
と
く
に
古
代
末
期
に
、
社
会
の
前
面
に
出
て
賞
賛
さ
れ
た
の
か
を
問
う
こ
と
か
ら
、

は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

⑦
 

ア
ン
ト
l
ユ
オ
ス
の
場
合
も
、
修
行
は
砂
漠
の
荒
野
で
発
見
さ
れ
た
墓
の
中
で
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
「
敵
」
は
役
人
で
は
な
く
、
常
に
「
悪

(780) 138 



霊一」

hr合
E
ヒ
た
ち
で
あ
っ
た
。
東
方
の
「
聖
人
」
た
ち
は
、
時
に
民
衆
を
率
い
て
当
局
に
立
ち
向
う
が
、

そ
れ
は
人
生
の
後
半
期
、

ア
ン
ト
l
ニ
オ
ス
の
「
敵
」
は
、
彼
が

③
 

砂
漠
を
修
道
僧
で
満
た
す
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
、
あ
る
夜
、
数
多
く
の
悪
霊
と
共
に
や
っ
て
き
て
、
彼
を
打
倒
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
攻
撃

に
「
聖
性
」
思
身
内
E
q
h
芸
品
h
q
h
P
4
司
を
確
立
し
た
後
な
の
で
あ
っ
て
、
ま
ず
主
敵
は
悪
霊
で
あ
る
。

の
す
さ
ま
じ
さ
は
、
彼
を
見
つ
け
て
村
の
教
会
に
運
ん
で
き
た
知
人
に
よ
っ
て
、
村
人
た
ち
の
前
で
確
認
さ
れ
る
。

扉
を
開
け
る
と
、
こ
の
者
は
死
人
の
よ
う
に
地
面
に
横
た
わ
っ
て
い
る
者
（
ア
ン
ト
l
ニ
オ
ス
）
を
見
つ
け
た
。
彼
（
知
人
）
は
か
つ
ぎ
上
げ
て
、
村
の
教

会
へ
運
ん
だ
。
そ
し
て
、
地
面
の
上
に
置
い
た
。
親
族
の
多
く
の
者
ゃ
、
村
人
た
ち
が
、
死
人
の
よ
う
な
ア
ン
ト
l
－
一
オ
ス
の
傍
に
座
っ
て
い
句
。
（
傍
点

筆
者
）

こ
こ
で
も
、

「
死
人
の
よ
う
に
」
な
っ
た
苦
行
者
の
身
体
が
、

人
間
界
を
越
え
た
別
世
界
の
力
の
存
在
を
確
証
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
テ
オ
ド
l
ロ
ス
と
同
じ
く
、
孤
独
な
あ
の
世
へ
踏
み
込
む
苦
行
が
、
秘
密
を
知
る
知
人
の
手
に
よ
っ
て
、
人
々
の
前
で
最
後
に
は
開

⑬
 

示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ア
ン
ト

l
ニ
オ
ス
は
、
打
撃
を
加
え
た
悪
霊
た
ち
の
場
所
に
再
び
出
か
け
て
い
く
。
悪
霊
た
ち
は
、
彼
が
な
お
ひ
る
ま
ず
に
一
戻
一
っ
て
き
た
の

「聖人伝」に現れる砂漠の苦行僧（足立）

で
、
地
震
で
も
起
こ
し
た
か
の
よ
う
に
物
音
を
た
て
な
が
ら
、
ラ
イ
オ
ン
や
熊
や
コ
ブ
ラ
や
さ
そ
り
ゃ
、
様
々
な
野
獣
に
化
け
て
、
い
っ
そ
う

⑬
 

重
い
傷
を
彼
に
負
わ
せ
た
。
ア
ン
ト
l
ニ
オ
ス
が
、
そ
れ
で
も
落
着
き
は
ら
っ
て
、
彼
ら
を
邦
検
し
て
い
る
と
、
や
が
て
主
が
助
け
の
手
を
さ

⑫
 

し
の
べ
る
。
光
の
束
が
下
っ
て
く
る
と
、
悪
霊
ど
も
は
見
え
な
く
な
り
、
体
の
痛
み
も
消
え
失
せ
た
の
で
あ
る
。
傷
の
癒
え
た
ア
ン
ト
l
ニ
オ

ス
は
、
現
れ
た
幻
に
尋
ね
た
。

「
あ
な
た
は
ど
こ
に
お
ら
れ
た
の
で
す
か
。
何
故
私
の
苦
し
み
を
や
わ
ら
げ
よ
う
と
、
最
初
か
ら
光
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
の
で
す
か
。
」

す
る
と
、
彼
の
方
に
光
が
言
っ
た
。

「
ア
ン
ト
l
ニ
オ
ス
よ
。
我
ら
は
こ
の
よ
う
に
ず
っ
と
い
た
。
し
か
し
、
お
ま
え
の
戦
い
ぶ
り
を
見
る
た
め
に
待
っ
て
い
た
の
判
官
」

神
の
聖
な
る
領
域
に
達
す
る
に
は
、
ま
ず
そ
れ
な
り
の
試
練
が
必
要
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
人
聞
の
安
住
す
る
場
所
か
ら
離
れ
た
者
へ
の
悪

す
で
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霊
の
攻
撃
。
こ
れ
に
節
を
曲
げ
ず
、
な
お
神
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
き
、
救
い
の
手
が
さ
し
の
べ
ら
れ
る
。
こ
の
後
、
苦
行
者
は
、
神
や
そ
の

よ
み
が
え

メ
タ
フ
ォ
リ
ッ
グ
な
死
を
通
過
し
て
匙
り
、

使
者
た
る
超
自
然
力
と
深
く
結
び
つ
き
、
逆
に
攻
撃
に
転
じ
て
い
く
。
彼
、
も
し
く
は
彼
女
は
、

神
と
の
媒
介
者
と
し
て
人
々
の
前
に
再
び
姿
を
現
す
。
そ
し
て
、
祈
り
を
介
し
て
顕
現
す
る
神
の
力
に
よ
っ
て
、
次
々
と
病
を
い
や
し
、
未
来

を
予
言
す
る
「
聖
人
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
聖
人
」
た
ち
の
修
行
時
代
か
ら
容
易
に
類
推
で
き
る
の
は
、

一
種
の
シ
ャ

I
マ
ン
的
力
能
者
の
姿
で
あ
り
、
村
落
社
会
の
周

囲
の
悪
し
き
霊
的
存
在
を
鎮
め
る
呪
術
師
の
役
割
で
あ
る
。

「
聖
人
伝
」
に
構
造
分
析
の
手
法
を
導
入
し
た
パ
ト
ラ
ジ
ャ
ン
に
よ
る
と
、
伝
記
は
い
く
つ
か
の
層
に
分
れ
、
表
層
で
は
聖
書
及
び
倫
理
モ

⑬
 

デ
ル
が
記
述
を
決
定
し
て
い
る
が
、
深
層
モ
デ
ル
が
そ
の
下
層
に
あ
る
と
言
う
。
そ
れ
は
、
人
間
社
会
に
害
を
な
す
あ
ら
ゆ
る
要
因
を
悪
霊
と

一
方
こ
れ
に
対
抗
す
る
呪
術
師
と
し
て
の
「
聖
人
」
が
、
修
行
を
通
じ
て
聖
な
る
力
を
獲
得
し
て
い
く
と
い
う
物
語
の
枠
で
あ

し
て
表
現
し
、

⑮
 

る
。
だ
が
、
こ
の
深
層
レ
ベ
ル
の
構
造
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
記
述
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
表
層
の
聖
書
や
倫
理
の
モ
デ
ル
に
即
し
て
－
記
述
さ
れ

⑮
 

る
こ
と
に
な
る
。

パ
ト
ラ
ジ
ャ
ン
の
指
摘
を
受
け
て
、
先
に
引
用
し
た
テ
オ
ド
l
ロ
ス
や
ア
ン
ト
l
ニ
オ
ス
の
テ
キ
ス
ト
を
読
み
直
す
な
ら
、
思
い
当
た
る
部

分
は
幾
つ
も
あ
る
。
「
聖
人
」
た
ち
の
発
心
と
修
行
に
は
、

形
で
現
れ
ず
、
聖
書
や
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
に
即
し
た
形
で
現
れ
て
く
る
。
ア
ン
ト
l
ニ
オ
ス
に
天
啓
と
思
わ
れ
た
の
も
聖
書
の
一
節
で
あ
り
、

⑫
 

テ
オ
ド
l
ロ
ス
の
決
意
表
明
も
パ
ウ
ロ
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
パ
ト
ラ
ジ
ャ
ン
の
言
及
し
た
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
一
つ
の
物
語
に
、
幾

呪
術
師
や
シ
ャ
l
マ
ン
に
共
通
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
そ
の
ま
ま
の

つ
も
の
モ
デ
ル
が
折
重
な
っ
て
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
構
造
分
析
を
す
る
こ
と
で
、
「
聖
人
伝
」
の
全
体
構
造
は
、
か
な
り
明
瞭
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

従
来
、

奇
蹟
物
語
や

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
（
幻
視
）
体
験
の
記
述
は
、
「
教
化
」

の
手
段
と
さ
れ
る
他
は
、
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
修
徳
的
な
部
分
か
ら
分
け
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
「
教
化
」
さ
れ
る
民
衆
や
、

苦
行
者
自
身
に
と
っ
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

彼
ら
に
と
っ
て
、
真
の
徳
と
は
、
村
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内
外
に
霊
が
う
ご
め
き
、
人
々
の
心
を
か
き
乱
す
、
具
体
的
な
生
活
の
場
の
中
で
証
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
場
の
中
で
は
、
苦
行
し
、
誘
惑
さ
れ
、
幻
視
を
得
る
こ
と
自
体
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
真
実
性
を
証
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
、
修

道
士
第
一
の
美
徳
は
苦
行
そ
の
も
の
で
な
く
、
謙
譲
の
心
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
や
は
り
そ
の
謙
譲
の
美
徳
自
体
が
、
悪
霊
や
競

⑮
 

合
す
る
異
教
シ
ャ
l
マ
ン
と
の
関
係
の
場
の
中
で
、
そ
れ
ら
に
立
ち
勝
る
点
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
お

い
て
、
問
題
は
歴
史
の
舞
台
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

一
般
名
詞
と
し
て
の
シ
ャ

1
マ
ン
も
し
く
は
呪
術
師
が
、
古
代
末
期
の
キ
リ
ス
ト

教
社
会
の
中
で
位
置
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。

近
代
語
訳
も
あ
り
、

「
聖
人
伝
」
モ
デ
ル
の
十
分
な
検
証
の
で
き
る
素
材
と
し
て
多
用
さ
れ
る
素
材
の
う

ち
、
テ
オ
ド

l
ロ
ス
、

全
生
涯
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
、

ア
ン
ト

1
ニ
オ
ス
以
外
に
柱
頭
隠
者
の
例
と
し
て
、
小
シ
ュ
メ
オ
ン
の
テ
キ
ス
ト
を
見
て
み
よ
う
。

小
シ
ュ
メ
オ
ン
の
場
合
、
ま
ず
の
っ
け
か
ら
神
の
遣
わ
し
た
聖
な
る
医
療
者
（
呪
医
）
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

「聖人伝」に現れる砂漠の苦行僧（足立〉

ま
た
（
神
は
）
我
ら
の
時
代
に
様
々
な
形
で
弱
っ
て
い
る
者
を
慈
愛
深
く
も
訪
れ
、
世
話
し
、
そ
し
て
霊
に
お
い
て
も
肉
に
お
い
て
も
苦
し
む
者
へ
の
優
れ

た
医
師
を
な
叶
1
ヒ
舎
内
2
2
を
H
Q
P
2
2～
g
E叶
E
P
同
日

qp
与
え
た
。
全
き
聖
人
司
号
円
ぎ
を
シ
ュ
メ
オ
ン
こ
そ
そ
の
人
で
あ
り
、
奇
蹟
と
い
う

⑮
 

山
（
タ
ウ
マ
ス
ト
ス
山
）
で
、
あ
る
い
は
競
技
場
の
柱
の
上
で
、
彼
は
禁
欲
の
苦
行
を
ふ
ヒ

R
2
3
2
Sヒ
や
り
抜
い
た
。

霊
に
お
い
て
も
肉
に
お
い
て
も
苦
し
む
人
々
。
そ
れ
を
救
う
べ
く
や
っ
て
き
た
神
の
呪
医
。
そ
の
姿
は
シ
ャ

l
マ
ン
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
た

イ
エ
ス
に
な
ら
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。

小
シ
ュ
メ
オ
ン
の
テ
キ
ス
ト
は
、
様
々
な
文
化
人
類
学
的
、
民
俗
学
的
な
刺
激
に
満
ち
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
母
子
の
強
い
つ
な
が
り
と
父

の
影
の
薄
さ
、
柱
頭
苦
行
中
の
霊
の
攻
撃
の
パ
タ
ー
ン
、
食
物
、
衣
服
、
睡
眠
の
禁
息
。
だ
が
、
と
り
わ
け
て
も
重
要
と
思
え
る
の
は
、
彼
の

「
聖
性
」
が
、
聖
職
者
の
手
を
介
さ
ず
、
神
の
使
徒
ヨ
ハ
ネ
の
直
接
の
介
入
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

彼
の
場
合
、
度
々
母
親
の
夢
枕
に
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
が
現
れ
た
。
彼
女
は
も
と
も
と
信
仰
が
厚
く
、
断
食
や
地
面
の
上
で
寝
る
行
を
し
て
い
た

が
、
子
ど
も
を
も
う
け
る
と
な
れ
ば
、
純
潔
の
美
徳
が
失
わ
れ
る
。
そ
こ
で
ヨ
ハ
ネ
の
聖
堂
に
こ
も
っ
て
、
神
よ
り
与
え
ら
れ
た
ヨ
ハ
ネ
の
権
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威
に
す
が
り
、
と
り
な
し
を
頼
ん
だ
。
そ
の
間
パ
ン
も
水
も
塩
も
摂
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
す
る
と
、
あ
る
晩
ヨ
ハ
ネ
が
出
現
し
た
。
そ
し
て

こ
の
よ
う
に
語
っ
た
。

元
気
を
出
せ
、
女
よ
。
そ
し
て
祈
る
の
だ
。
お
ま
え
の
願
い
は
受
入
れ
ら
れ
た
の
だ
か
ら
。
ほ
ら
、
こ
れ
が
お
ま
え
に
対
す
る
し
る
し
ゅ

②
 

彼
女
が
「
激
し
い
お
そ
れ
に
満
ち
て
目
覚
め
る
と
、
自
分
の
手
の
中
に
あ
る
大
き
な
香
料
の
玉
に
」
気
づ
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
ヨ
ハ
ネ
は

こ
の
後
も
母
親
の
夢
枕
に
出
現
す
る
。

す
ぐ
起
き
る
の
だ
、
女
よ
。
宿
に
行
き
、
祝
福
の
う
ち
に
お
ま
え
の
夫
と
添
い
逐
げ
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
息
子
を
は
ら
む
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

そ
の
名
を
シ
ュ
メ
オ
ン
と
す
る
の
が
よ
い
。
肉
も
ぶ
ど
う
酒
も
、
そ
の
他
人
間
の
わ
ざ
に
よ
る
も
の
は
、
彼
は
摂
ら
な
い
だ
ろ
う
。
栄
養
の
た
め
に
は
、
彼

に
右
の
乳
房
を
与
え
な
さ
い
。
左
は
し
か
し
彼
は
決
し
て
触
れ
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
右
側
に
い
る
の
だ
か
ら
。
｜
｜
中
略
｜
｜
こ
の
者
会

②
 

ユ
メ
オ
ン
）
は
、
我
ら
の
主
な
る
神
の
奉
仕
者
な
の
だ
か
ら
。

②
 

ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
や
パ
ト
ラ
ジ
ャ
ン
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
食
物
禁
忌
の
例
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
シ
ュ
メ
オ
ン
が
、
神
の
泰
仕
者

と
し
て
、
そ
の
使
者
た
る
ヨ
ハ
ネ
か
ら
直
接
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
、
見
過
せ
な
い
点
で
は
な
い
か
。
伝
記
作
家
の
虚
構
の
可
能
性
の
中
に
あ

教
会
の
仲
介
を
越
え
て
直
接
語
り
か
け
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、

る
と
は
い
え
、
「
聖
人
」
た
る
者
に
は
、
神
や
そ
の
使
者
が
、

公
然
と
語
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
聖
な
る
者
は
、
「
人
間
の
わ
ざ
」
に
よ
る
物
を
食
べ
ず
、

ま
た
右
の
乳
し
か
飲
ま
な
い
の
だ
と

、h「ノ
o

vv
、

ア
ン
ト

l
ニ
オ
ス
、
テ
オ
ド

l
ロ
ス
、

そ
し
て
『
砂
漠
の
師
父
の
言
葉
』
や
テ
オ
ド
レ

l
ト
ス
の
伝
記
に
出
て
く
る
「
聖
人
」
、

苦
行

者
た
ち
も
、
皆
教
会
の
示
唆
に
よ
る
の
で
な
い
、
自
発
的
な
苦
行
を
決
意
し
、
人
間
の
調
理
と
い
う
、
文
化
の
手
の
加
わ
ら
ぬ
食
事
を
し
よ
う

＠
 

と
す
る
。
こ
れ
は
、

人
間
の
領
域
の
外
に
立
つ
、
「
聖
人
」
と
し
て
直
接
超
自
然
力
と
対
話
す
る
に
は
、

人
聞
の
文
化
を
断
た
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

柱
頭
隠
者
の
苦
行
も
、

ア
ン
ト

l
ニ
オ
ス
の
墓
や
テ
オ
ド

l
ロ
ス
の
岩
穴
と
同
じ
く
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
世
界
と
の
接
点
で
行
な
わ
れ
た
。
隠

者
の
苦
行
す
る
柱
は
村
は
ず
れ
に
あ
り
、
ま
た
つ
め
か
け
る
地
上
の
巡
礼
た
ち
と
距
離
を
置
き
、
よ
り
天
に
近
く
な
る
よ
う
位
置
づ
け
ら
れ
て
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③
 

い
た
。
大
シ
ュ
メ
オ
ン
の
柱
は
、
群
衆
の
騒
が
し
さ
を
避
け
て
、
次
第
に
高
く
な
っ
て
い
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
面
白
い
の
は
、
し
か
し
決

し
て
群
衆
と
「
聖
人
」
は
切
れ
て
は
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
集
ま
る
人
々
の
前
で
の
、
よ
り
高
い
柱
の
上
で
の
苦
行
は
、
恰
好
の
「
パ
フ
ォ

l

＠
 

の
場
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
行
者
と
村
人
の
連
絡
係
も
存
在
し
た
よ
う
で
、

マ
ン
ス
」

ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、

「
聖
人
」
は
柱
か
ら
降
り
て

き
て
村
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

柱
頭
で
の
苦
行
は
眠
る
こ
と
な
く
何
千
四
も
、
何
回
も
通
し
て
祈
っ
た
り
、
極
寒
極
暑
の
中
で
も
ほ
と
ん
ど
そ
れ
に
応
じ
た
衣
服
を
着
ず
に

＠
 

過
ご
す
こ
と
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
村
人
た
ち
の
見
上
げ
る
衆
人
環
境
の
場
の
中
で
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
自
ら
が
俗
世
、
す
な

わ
ち
通
常
の
人
間
生
活
の
場
を
離
れ
て
、
神
の
聖
な
る
世
界
に
通
じ
る
者
で
あ
る
こ
と
を
「
上
演
」
し
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
も
ま
た
十
字
架

③
 

上
の
死
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

集
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
古
代
末
期
の
「
聖
人
」

こ
の
よ
う
な
演
劇
的
行
為
、
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
を
通
じ
て
村
人
が
結

＠
 

の
成
長
を
見
て
と
る
の
で
あ
る
。

ブ
ラ
ウ
ン
は
、

シ
リ
ア
・
キ
リ
ス
ト
教
史
の
研
究
者
で
あ
る
ド
リ
l
ヴ
ァ

1
ズ
は
、
文
化
人
類
学
的
な
観
点
や
シ
ャ
l
マ
ン
的
な
見
方
で
苦
行
者
た
ち
を
見

「聖人伝」に現れる砂漠の苦行僧（足立〉

る
こ
と
に
反
対
し
、
彼
ら
は
ア
ッ
シ
ジ
の
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
と
同
じ
く
、
た
だ
キ
リ
ス
ト
の
イ
ミ
タ
チ
オ
を
追
求
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、

＠
 

彼
の
提
供
す
る
材
料
自
体
が
、
ま
た
極
め
て
暗
示
的
で
メ
タ
フ
ォ
リ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
る
。
ド
リ
l
ヴ
ァ

I
ズ
は
、
奇
蹟
や
病
い
や
し
の
事
例

の
な
い
、
た
だ
無
力
で
キ
リ
ス
ト
を
倣
う
だ
け
の
「
聖
人
」
と
し
て
、

ア
レ
ク
シ
オ
ス
を
例
示
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ア
レ
ク
シ
オ
ス
自
身

が
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
村
は
ず
れ
に
出
現
し
た
「
異
人
」
で
あ
り
、
そ
の
出
生
を
隠
す
が
、
あ
る
時
つ
い
に
彼
を
世
話
す
る
聖
職
者
に
、
そ
の

＠
 

高
貴
な
出
自
を
ほ
の
め
か
す
と
い
う
、
「
聖
人
伝
」
に
共
通
す
る
主
人
公
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

彼
は
村
は
ず
れ
の
柱
で
驚
嘆
す
べ
き
祈
り

の
苦
行
を
貫
く
こ
と
で
、
村
人
た
ち
を
信
じ
さ
せ
た
。
彼
、
が
死
ぬ
と
、
そ
の
遺
体
は
棺
か
ら
い
つ
の
ま
に
か
消
え
失
せ
、
ま
さ
に
キ
リ
ス
ト
の

③
 

イ
ミ
タ
チ
オ
の
よ
う
に
、
復
活
が
暗
示
さ
れ
て
終
る
。
ド
リ

l
ヴ
ァ

l
ズ
は
、
奇
蹟
は
こ
の
部
分
だ
け
と
す
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ

(785〕

ぅ
。
そ
れ
に
、
様
々
な
兆
や
悪
霊
と
の
戦
い
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

ア
ン
ト

l
ニ
オ
ス
、
テ
オ
ド

l
ロ
ス
、
ま
た
小

シ
ュ
メ
オ
ン
も
、
若
年
の
修
行
時
代
に
は
ま
だ
病
い
ゃ
し
ゃ
予
言
の
奇
蹟
を
自
ら
示
し
た
り
は
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
苦
行
を
経
て
、
神
自
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ら
が
助
力
を
与
え
て
初
め
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
に
、
純
神
学
的
な
徳
性
を
シ
ャ

l
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
部
分
と
区
別
し
て
読
み
込
む
こ
と
は
、
論
争
を
不
毛
な
も
の

に
す
る
だ
け
で
な
く
、
西
欧
神
学
が
歴
史
の
あ
る
時
点
で
確
立
し
た
制
度
の
論
理
で
全
て
を
解
釈
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

柱
頭
隠
者
は
キ
リ
ス
ト
に
倣
う
苦
行
を
し
た
が
、
そ
の
こ
と
自
体
が
村
人
を
と
り
ま
く
超
自
然
力
の
場
と
の
関
係
の
中
で
、

メ
タ
フ
ォ
リ
ッ
ク

に
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
「
悪
霊
」
や
競
合
す
る
「
異
教
」
と
の
戦
い
に
重
な
っ
て
現
れ
て
く
る
。

小
シ
ュ
メ
オ
ン
が
苦
行
す
る
柱
に
は
、
毎
夜
サ
タ
ン
が
手
下
の
悪
霊
ど
も
を
引
連
れ
て
出
現
し
、
様
々
な
手
段
を
用
い
て
妨
害
し
よ
う
と
し

た
。
あ
る
時
に
は
、
力
ず
く
で
柱
を
倒
そ
う
と
し
、
ま
た
あ
る
時
に
は
、
子
供
の
顔
を
持
つ
鳥
と
な
っ
て
襲
撃
し
、
ま
た
別
の
夜
に
は
岩
と
な

ヘ
ピ
を
連
れ
た
シ
リ
ア
人
と
な
っ
て
説
得
し
に
き
た
り
、
人
間
の
手
の
よ
う
に
な
っ
て
足
を
つ

っ
て
ぶ
つ
か
っ
て
き
た
り
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

か
ん
だ
り
も
し
句
。
こ
れ
ら
は
、
た
だ
無
意
味
な
物
語
と
い
う
よ
り
、
何
ら
か
の
民
俗
的
根
の
あ
る
、
霊
も
し
く
は
神
々
と
の
戦
い
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
柱
頭
隠
者
の
立
つ
柱
は
、
し
ば
し
ば
「
異
教
」
の
神
殿
の
も
の
で
、
彼
ら
の
苦
行
は
そ
こ
の
神
像
を
破
壊
し
て
十
字
架
を

立
て
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
場
合
も
あ
っ
た
。

こ
れ
は
「
異
教
」
側
史
料
か
ら
も
浮
ぴ
上
っ
て
く
る
事
実
で
あ
る
。

「
異
教
」
側
に
と
っ
て
、

も
ち
ろ
ん
苦
行
者
の
修
行
は
ま
や
か
し
で
、

断
食
を
し
て
黒
衣
を
ま
と
っ
て
放
浪
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

＠
 

バ
ニ
オ
ス
は
、
彼
ら
を
青
白
い
顔
を
し
て
神
殿
を
破
壊
し
に
や
っ
て
く
る
狂
信
者
と
し
て
描
い
て
い
る
。
神
殿
破
壊
の
例
は
、

＠
 

豊
富
で
あ
る
。

偽
善
的
な
も
の
と
な
ろ
う
が
、

「
聖
人
伝
」
に
現
れ
る
よ
う
な
行
者
が
、

エ
ジ
プ
ト
に
も

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
か
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
か
の
描
き
方
の
相
異
は
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
明
白
な
意
図
を
持
つ
宗
教
集
団
の
成
長
が
見
て
と
れ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
中
核
に
は
、
超
自
然
的
世
界
と
人
間
世
界
の
中
聞
に
立
ち
、
そ
の
こ
と
を
示
す
た
め
に
様
々
な
苦
行
を
す
る
隠
者
的
な
「
聖
人
」
が

い
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
今
日
的
観
点
か
ら
す
る
と
、
精
神
病
理
学
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
押
込
め
ら
れ
て
し
ま
う
、
発
蜘
や
天
啓
、
幻
視
体
験
を
経
て
修
行
の
道
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に
入
る
。
そ
の
修
行
は
、
ま
ず
沈
黙
を
守
り
、
断
食
を
し
、
性
を
タ
ブ
！
と
す
る
な
ど
、
社
会
的
コ
ミ
ニ
ケ
l
シ
ョ
ン
の
切
断
を
特
徴
と
す
る
。

②
 

ま
た
、
不
寝
の
行
や
鎖
を
引
き
摺
っ
て
歩
く
な
ど
、
人
間
の
肉
体
の
限
界
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
を
示
す
の
も
、
重
要
な
行
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
行
を
す
る
者
に
は
、
幻
視
と
し
て
か
、
あ
る
い
は
彼
ら
を
奉
ず
る
人
々
の
共
同
主
観
の
中
で
か
、
さ
ら
に
意
図
的
な
創
作
か
、
に
わ
か
に

判
別
つ
き
が
た
い
形
で
、
悪
霊
や
神
と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
交
流
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
苦
行
自
体
が
地
域
社
会
の
霊
的
な
場
の
中
で
、

一
定
の
方
向
を
持
っ
て
行
な
わ
れ
る
の
で
、
創
作
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
場
で
信
じ
ら
れ
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
や
が
て

村
人
た
ち
の
目
で
、
ど
う
や
ら
真
の
「
聖
人
」
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
、
そ
の
許
に
は
様
々
な
嘆
願
が
持
込
ま
れ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

隠
者
的
「
聖
人
」
が
奇
蹟
と
病
い
や
し
、
予
言
を
示
し
て
い
く
の
は
、

い
か
に
も
と
の
人

こ
の
あ
と
で
あ
る
。
「
聖
性
」
を
獲
得
し
た
後
、

聞
社
会
と
関
わ
る
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
次
章
で
見
る
こ
と
と
す
る
。
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た
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訳
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砂
漠
の
師
の
父
言
葉
』
の
教
母
テ
オ
ド
ラ
の
教
え

や
師
父
マ
カ
リ
オ
ス
の
悪
霊
の
と
対
話
は
、
謙
虚
さ
の
勧
め
で
あ
る
。
悪
霊
は
眠

ら
ず
食
ベ
な
い
存
在
な
の
で
、
不
眠
も
断
食
も
恐
れ
は
し
な
い
が
、
謙
虚
な
心
は

持
た
な
い
の
で
、
そ
れ
に
は
打
負
か
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
七
四
頁
、

二
六
五

l
六
頁
。
こ
れ
は
苦
行
は
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
睡
眠

も
食
事
も
不
必
要
な
領
域
で
の
戦
い
で
、
最
後
に
勝
負
を
分
け
る
も
の
と
し
て
、

145 (787) 



具
体
的
な
霊
と
の
対
決
の
雰
囲
気
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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。

＠
こ
れ
は
類
例
は
非
常
に
多
い
。
師
父
マ
カ
リ
オ
ス
、
大
シ
ュ
メ
オ
ン
、
デ
ィ
オ

ス
コ
ロ
ス
、
全
て
羅
列
す
る
己
と
は
で
き
な
い
。
「
今
年
は
私
は
だ
れ
に
も
会
わ

な
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話
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果
物
も
野
菜
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い
。
」
（
デ
ィ
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『
砂
漠
の
師
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の
言
葉
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O
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。
こ
の
よ
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な
例
は
ひ
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き

り
な
し
で
あ
る
。
小
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ュ
メ
オ
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、
後
に
天
使
か
ら
食
を
得
て
い
た
と
い
う
。
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「
聖
人
」
ア
ブ
ラ

1
メ

l
ス
は
、
恐
ら
く
高
貴
な
生
れ
で
あ
ろ
う
身
元
を
隠
す
た
め
、
く
る
み
売
り
に
身
を
や
っ
し
て
村
の
周
囲
に
現
れ
た

が
、
村
人
た
ち
に
は
軽
く
見
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
徴
税
役
人
が
や
っ
て
き
て
、
村
人
た
ち
が
税
支
払
い
に
困
っ
て
い
る
と
、
彼
が
現
れ
て
、



エ
メ
サ
の
町
で
百
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
作
っ
て
き
た
。
村
人
は
「
農
民
で
あ
る
と
共
に
主
人
で
で
も
あ
っ
た
」
自
作
自
営
農
民
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、

「
主
人
」

P
S今
誘
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
頼
ん
で
彼
に
そ
の
「
長
」
苦
言
叶
号
誌
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
。

の
願
い
に
従
っ
て
、
以
後
村
落
内
の
水
利
争
い
な
ど
も
調
停
し
た
と
い
う
。

ア
ブ
ラ

l
メ
l
ス
は
、
村
人

こ
の
物
語
は
、
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
「
聖
人
」
、
も
し
く
は
修
道
僧
の
成
長
の
例
と
し
て
、

て
指
摘
さ
れ
る
も
の
で
、
テ
オ
ド
レ

I
ト
ス
の
史
料
に
収
め
ら
れ
て
い
旬
。

ブ
ラ
ウ
ン
は
じ
め
、

幾
人
か
の
研
究
者
に
よ
っ

②
 

テ
ィ
ン
ネ
フ
ェ
ル
ト
は
、
禁
欲
苦
行
者
が
パ
ト
ロ
ン
と
な
っ
た
唯
一
の
例
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
用
語
の
上
で
主

q
R号
事
匂
28

尚
弘
吋
司
内
と
言
及
さ
れ
て
い
る
か
ど

h

つ
か
の
間
題
に
限
定
し
た
場
合
の
み
、
真
実
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
テ
オ
ド
レ
l
ト
ス
の
出
佐
官
ユ
P

E
荘
og
に
よ
る
と
、
「
聖
人
」
マ
イ
ス
マ
l
ス
は
、
や
は
り
地
代
で
苦
し
む
村
人
の
た
め
に
土
地
所
有
者
を
奇
蹟
で
阻
止
し
た
同
後
に
述

ベ
る
大
シ
ュ
メ
オ
ン
は
じ
め
、

多
く
の
柱
頭
隠
者
に
は
、
司
、

sa叶4
p
p
s公
言
と
い
う
喜
一
一
口
葉
こ
そ
見
え
な
く
と
も
、

ア
プ
ラ
l
メ

l
ス
以

上
の
強
大
な
パ
ト
ロ
ン
の
、
顕
著
な
例
を
見
て
と
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

短
か
い
伝
記
の
場
合
で
あ
る
と
、

ア
ブ
ラ
l
メ
l
ス
の
よ
う
に
、
人
生
前
半
の
修
行
時
代
は
述
べ
ら
れ
ず
、
あ
る
時
村
の
近
く
に
ど
こ
か
ら

「聖人伝」に現れる砂漠の苦行僧〈足立〉

と
も
な
く
出
現
し
た
異
形
の
苦
行
者
が
、
厳
し
い
修
行
や
祈
り
、
そ
し
て
奇
蹟
や
予
言
、
ま
た
現
実
的
助
力
を
与
え
て
、
村
人
た
ち
の
信
頼
を

勝
ち
得
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
踏
む
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
先
述
し
た
ア
レ
ク
シ
オ
ス
の
場
合
も
そ
う
見
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
長
い
伝
記
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
前
半
生
は
孤
独
な
修
行
時
代
で
あ
っ
て
、
神
と
向
き
合
い
、
悪
霊
に
誘
惑
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

や
が
て
聖
な
る
力
を
得
る
ほ
ど
に
な
っ
て
く
る
と
、
「
聖
人
」
は
、

周
囲
の
人
々
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き
て
、

助
言
や
助
力
を
与
え
る
の
で
あ

る

。

「

聖

人

」

は

、

神

の

助

力

に

よ

る

奇

蹟

を

、

長

年

月

に

わ

た

っ

て

人

々

の

聞

で

示

す

こ

と

に
な
旬
。
こ
の
点
、
短
い
作
品
群
と
同
じ
く
、
村
の
外
か
ら
や
っ
て
き
て
、
予
言
や
奇
蹟
を
示
し
た
り
、
助
言
を
与
え
た
り
す
る
異
形
の
者
と

こ
の
点
イ
エ
ス
と
異
な
っ
て
極
め
て
長
命
で
、

(789) 

い
う
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
。
イ
エ
ス
と
違
っ
て
、
長
い
後
半
生
を
村
の
中
や
、
村
の
外
と
の
関
係
に
、
病
い
ゃ
し
ゃ
予
言
や
助
力
で
か
か
わ

り
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
点
に
、
当
時
の
人
々
の
期
待
が
読
み
と
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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村
に
一
っ
た
「
聖
人
」
の
仕
事
は
、
直
接
的
助
言
も
あ
る
が
、
ま
ず
は
今
や
神
の
力
が
顕
現
す
る
そ
の
祈
り
に
よ
っ
て
、
人
々
の
病
気
治
療

に
あ
た
っ
た
り
、
樹
木
や
橋
の
中
に
宿
る
霊
を
被
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
社
会
的
仲
裁
や
介
入
に
お
い
て
も
、
こ
の
霊
的
力
が
背
景
と
な
り
、
ま

た
そ
れ
に
か
ら
む
話
と
な
っ
て
く
る
。
幾
っ
か
例
示
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
先
述
し
た
ア
ン
ト

I
ニ
オ
ス
や
テ
オ
ド
l
ロ
ス
の
そ
の
後
で
あ
る
。

ア
ン
ト
l
一
一
オ
ス
は
、
誘
惑
諒
で
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
後
自

ら
「
聖
性
」
を
帯
び
た
奇
蹟
治
癒
者
と
な
っ
て
い
る
。

⑤
 

営
に
引
込
も
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
決
局
「
正
統
」
派
に
与
し
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
の
り
込
み
、

ア
レ
イ
オ
ス
論
争
の
時
、
彼
は
カ
リ
ス
マ
的
宗
教
求
道
者
と
し
て
、
双
方
の
派
が
自
陣

一
年
ほ
ど
か
か
っ
た
か
と
思
え
る
ほ

ど
の
人
々
を
改
宗
さ
せ
て
い
る
。

⑤
 

の
者
を
癒
し
た
」
か
ら
で
あ
っ
た
。

⑦
 

た
」
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
、
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、
「
主
が
彼
を
通
じ
て
多
く
の
者
を
悪
霊
か
ら
清
め
、

ま
た
錯
乱
し
た
心

そ
こ
で
、

「
多
く
の
ギ
リ
シ
ア
人
も
そ
の
老
人
に
触
れ
る
こ
と
の
み
を
望
み
、
そ
の
御
利
益
を
信
じ
て
い

主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
政
治
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
タ
で
あ
ろ
う
が
、
「
癒
す
者
」
の
身
体
的
奇
蹟
が
、
神
の
聖

」
の
記
述
は
、

な
る
力
の
顕
現
を
実
証
す
る
、
決
定
打
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ア
ン
ト
l
ニ
オ
ス
は
、
こ
の
時
群
衆
に
一
度
、
彼
を
追
い
す
が
っ
て
自
分

③
 

の
子
供
の
除
霊
を
頼
む
女
に
一
度
、
あ
わ
せ
て
二
度
「
神
の
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
自
在
に
神
と
交
流
す
る
「
神
の
人
」
の
身
体
の
御
利
益

な
ど
、
神
学
的
に
は
極
め
て
危
険
な
も
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
「
聖
人
」
の
奇
蹟
が
、
い
か
に
自
陣
営
に
多
く
あ
る

か
が
、
正
統
性
主
張
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
な
り
う
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
当
時
の
民
衆
の
支
持
が
い
か
な
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
か
を
指
し
示
し

て
い
る
と
一
言
え
よ
、
っ
。

テ
オ
ド

I
ロ
ス
の
場
合
は
、
よ
り
具
体
的
に
村
社
会
を
巡
り
歩
い
て
、
個
別
の
ケ
l
ス
に
即
応
し
て
い
く
。

た
と
え
ば
、
村
の
ワ
デ
ィ
（
酒
れ
谷
）
に
架
か
る
橋
の
工
事
の
際
に
出
現
し
た
悪
霊
の
除
去
で
あ
る
。
ブ
l
ザ
イ
オ
l
ン
村
で
は
、
し
ば
し
ば

洪
水
を
起
こ
す
ワ
デ
ィ
に
橋
を
架
け
る
の
が
念
顕
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
完
成
が
間
近
と
い
う
時
に
、
悪
魔
の
計
略
で
、
職
人
た
ち
は
、
近
く

の
丘
に
埋
ま
っ
て
い
た
板
を
は
ず
し
て
、
そ
の
下
に
金
が
あ
る
か
と
思
案
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
場
所
か
ら
現
れ
た
の
は
、
た
く
ら
み
を
め
ぐ
ら
せ
た
汚
れ
た
霊
の
数
多
く
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
村
の
男
女
に
あ
か
ら
さ
ま
に
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の
り
移
り
、
ま
た
野
蛮
に
し
た
。
そ
れ
か
ら
他
の
者
は
病
気
に
し
た
。
し
か
も
、
道
や
（
村
の
）
境
界
に
も
と
ど
ま
っ
て
、
動
物
や
旅
す
る
人
間
た
ち
に
悪

事
を
為
し
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
に
は
大
き
な
苦
痛
と
、
内
と
外
か
ら
の
利
益
の
損
失
と
な
っ
て
し
ま
っ
初

そ
こ
で
村
人
た
ち
は
「
神
の
僕
テ
オ
ド
l
ロ
ス
の
こ
と
を
乱
ヒ
旬
。
記
号

g
m
p
o
m
p＆
e
Eピ」

⑮
 

吉
見
忌
一
ピ
向
U
H
h
国
ピ
邑

gmM」
悪
霊
ど
も
が
苦
し
む
よ
う
試
み
る
と
、
霊
験
あ
ら
た
か
で
あ
っ
た
。

思
い
起
こ
し
て
、

「
そ
の
祈
り
に
か
け
て

そ
こ
で
、
彼
ら
は
急
い
で
修
道
院
に
駆
け
つ
け
、
熱
心
な
嘆
願
で
も
っ
て
、
こ
の
方
（
テ
オ
ド
l
ロ
ス
）
に
、
彼
ら
の
所
へ
い
っ
し
ょ
に
来
て
く
れ
る
よ
う

説
き
伏
せ
句
。

キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
観
が
確
立
す
る
と
と
も
に
、
超
自
然
力
に
つ
い
て
も
体
系
的
に
解
釈
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
亡
者
や
小
さ
な
神
々
の
存
在
は

⑫
 

否
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
仕
業
と
思
え
る
こ
と
も
、
皆
人
聞
を
た
ぶ
ら
か
す
悪
霊
の
所
業
だ
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
「
聖
人
伝
」

も
基
本
的
に
は
こ
の
立
場
で
書
か
れ
て
い
る
。
あ
る
エ
ジ
プ
ト
の
苦
行
者
は
、
ミ
イ
ラ
に
話
を
さ
せ
て
死
霊
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
た

⑬
 

悪
霊
を
追
払
っ
た
。
だ
が
、
「
聖
人
伝
」
の
場
合
、
キ
リ
ス
ト
教
の
確
立
と
い
っ
て
も
、
画
一
的
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
。
右
の
テ
オ
ド
l
ロ
ス

を
め
ぐ
る
村
人
の
世
界
で
は
、
死
霊
や
神
三
伊
－
悪
霊
と
言
い
換
え
た
と
こ
ろ
で
、
い
っ
こ
う
に
事
態
が
変
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
相
変

「聖人伝」に現れる砂漠の苦行僧（足立）

ら
ず
村
内
外
に
は
、
災
害
を
与
え
る
超
自
然
力
が
う
ご
め
い
て
お
り
、
こ
れ
を
鎮
め
る
に
は
、
神
の
力
を
祈
り
で
実
際
に
こ
の
世
へ
呼
び
込
む

こ
と
の
で
き
る
「
神
の
僕
」
を
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

祈
り
を
通
じ
て
神
の
力
を
顕
現
さ
せ
る
神
の
僕
。
こ
れ
は
、
古
代
末
期
東
方
の
隠
修
士
的
「
聖
人
」
に
特
有
の
言
い
回
し
で
あ
る
。
彼
ら
は

古
い
時
代
の
シ
ャ
l
マ
ン
の
よ
う
に
、
自
ら
が
神
に
愚
依
さ
れ
て
自
己
を
失
い
、
神
そ
の
も
の
と
な
っ
て
語
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
神
は

唯
一
の
偉
大
な
存
在
な
の
で
、
あ
く
ま
で
「
神
の
僕
」
と
し
て
、
祈
り
に
よ
っ
て
そ
の
助
力
を
願
う
だ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
言
う

こ
と
で
、
信
奉
す
る
神
は
極
め
て
高
い
所
に
置
か
れ
、
そ
の
「
僕
」
と
も
ど
も
権
威
は
い
っ
そ
う
高
め
ら
れ
た
。

小
ア
ジ
ア
、

シ
オ
ン
の
ニ
コ
ラ
オ
ス
は
、
六
世
紀
の
人
物
と
言
わ
れ
、

⑭
 

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
伝
説
形
成
に
も
関
わ
り
が
深
い
が
、
こ
の
テ
キ
ス

ニ
コ
ラ
オ
ス
の
聖
な
る
祈
り
の
力
を
通
じ
て
顕
現
す
る
神
の
助
力
を
得
よ
う
と
す
る
人
々
の
呼
び
か
け
が
、

数
多
く
記

－F
甲
」
＋
4

、

i
l
 
「
神
の
僕
」
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さ
れ
て
い
る
。
彼
の
場
合
も
、
長
じ
る
に
従
っ
て
、

聖
霊
か
ら
直
接
大
き
な
信
頼
を
与
え
ら
れ
て
、

⑮
 

を
介
し
て
聖
シ
オ
ン
に
信
仰
を
寄
せ
る
者
た
ち
に
与
え
た
」
の
で
あ
る
。

は
ら

彼
の
仕
事
の
手
始
め
は
、
樹
木
の
精
霊
を
被
う
仕
事
で
あ
っ
た
。
村
人
た
ち
は
、
彼
に
懇
願
す
る
。

聖
霊
が
、
「
多
く
の
し
る
し
ゃ
癒
し
を
彼
鈎n

d
 

r
、

150 

神
の
僕
よ
』
怠

r
g
u
p色
。
我
ら
の
土
地
に
神
に
捧
げ
ら
れ
た
木
忽
』

s
r司
令
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
に
汚
れ
た
偶
像
の
霊
が
住
ん
で
い
て
、
人
間
も
畑
も
駄
目
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

｜
｜
中
略
｜
｜

ね
が
わ
く
ば
、
あ
な
た
の
聖
な
る
力
』
司
令
hrhq＆
S
円
が
、
我
ら
と
共
に
き
て
、
そ
れ
（
木
）
を
切
倒
す
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
え
ま
す
よ
う
に
。

れ
ば
、
人
聞
を
愛
す
る
神
が
、
あ
な
た
の
祈
り
を
通
じ
て
匂
え
る
：

s
h
f
g、
そ
の
木
の
住
人
た
る
汚
れ
た
霊
を
追
い
出
す
で
し
ょ
、
明

そ
う
す

木
の
霊
が
追
出
さ
れ
る
と
、
村
人
は
声
を
そ
ろ
え
て
ニ
コ
ラ
オ
ス
を
称
え
る
。

神
は
一
つ
。
そ
れ
は
彼
の
僕
に
汚
れ
た
霊
に
対
抗
す
る
権
威
を
与
え
た
。
』
同
町
内

p
r－
b

ま

g内川崎
gqhs
る
旬
。
と
合
同
命
。
ロ

E
a
叶
舎
内
山
向
島
句
会

Sヒ

⑫
 

司
ヒ
店
、
友
司
ぺ

Evr

祈
り
を
通
じ
て
神
の
力
を
顕
現
さ
せ
る
神
の
僕
の
姿
と
、
そ
れ
に
権
威
を
与
え
る
の
は
神
自
ら
で
あ
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

⑮
 

オ
ス
の
伝
記
は
、
こ
れ
以
後
も
次
々
と
同
様
の
表
現
が
出
て
く
る
。
彼
の
許
に
は
、
足
の
動
か
な
く
な
っ
た
女
や
、
長
年
子
供
の
な
い
夫
婦
や

同
が
、
入
れ
か
わ
り
立
ち
か
わ
り
訪
れ
、
そ
の
「
聖
な
る
祈
り
」
や
神
と
並
ぶ
彼
の
「
聖
性
」
を
信
じ
て
願
い
を
か
け
た
。

ニ
コ
－
フ

呪
術
的
医
療
に
関
し
て
は
、
こ
の
他
に
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
各
「
聖
人
伝
」
に
多
く
、
中
に
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
l
プ
ル
で
皐

＠
 

丸
の
治
療
だ
け
に
専
門
化
し
た
「
聖
人
」
も
あ
っ
た
。

テ
オ
ド

l
ロ
ス
の
修
道
院
は
、

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
や
が
て
「
聖
人
」
た
る
隠
者
は
、
村
の
社
会
生
活
を
も
律
し
て
い
く
。

＠
 

一
種
の
駆
け
込
み
寺
の
役
割
も
果
し
て
い
た
。
サ
ン
ド
ス
村
の
ダ
ニ
エ
ル
と
い
う
男
の
妻
が
、
夫
に
打
た
れ

て
テ
オ
ド
l
ロ
ス
の
修
道
院
を
ア
ジ
l
ル
と
し
て
求
め
て
き
た
。

連
れ
帰
り
に
き
た
男
の
前
で
、

「
聖
人
」
は
パ
ウ
ロ
の
言
葉
を
引
き
つ
つ



人
と
も
平
和
に
暮
す
よ
う
誓
わ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
男
は
帰
る
と
た
ち
ま
ち
前
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
女
を
打
っ
た
の
で
、
女
は
再
び
逃
げ
て
き

た
。
「
聖
人
」
は
、
夫
に
処
罰
を
加
え
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
彼
が
沈
黙
の
行
を
し
な
が
ら
、

山
の
上
の
庵
室
で
祈
る
と
、

二
回
い
わ
け
を
し
に

や
っ
て
き
た
失
の
馬
は
転
倒
し
、
夫
は
足
の
骨
を
折
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

②
 

テ
オ
ド
l
ロ
ス
は
ま
た
、
村
と
村
と
の
調
停
に
あ
た
っ
た
。

ハ
リ
オ
l
ン
村
と
ア
プ

l
コ
ミ
ス
村
が
、
木
材
供
給
の
場
所
を
め
ぐ
っ
て
土
地

争
い
を
演
じ
た
時
に
、
彼
が
介
入
し
て
ま
と
め
よ
う
と
し
た
。

ア
プ

l
コ
ミ
ス
村
の
者
は
彼
に
従
っ
た
が
、
別
の
村
は
反
抗
し
、
そ
の
場
所
に

侵
入
し
た
。
す
る
と
翌
日
荒
々
し
い
雲
が
や
っ
て
き
て
、
彼
ら
の
収
穫
を
彊
で
台
無
し
に
し
た
の
で
あ
る
。

テ
オ
ド
l
ロ
ス
の
活
動
は
と
ど
ま
る
所
を
知
ら
ず
、

つ
い
に
小
ア
ジ
ア
の
村
落
社
会
を
越
え
て
、
宮
廷
の
中
で
も
病
い
や
し
の
奇
蹟
を
あ
ら

マ
ウ
リ
キ
オ
ス
帝
か
ら
そ
の
修
道
院
領
へ
の
ア
ジ
l
ル
特
権
皆
’
一
三
宮
を
与
え
ら

②
 

「
聖
な
る
彼
の
祈
り
で
」
直
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
次
の
フ
ォ
ー
カ
ス
帝
の
時
に
は
、

③

③
 

対
ペ
ル
シ
ア
遠
征
軍
の
将
軍
に
、
そ
の
修
道
院
で
加
護
の
託
宣
を
与
え
、
ま
た
フ
ォ
ー
カ
ス
帝
自
身
の
手
足
の
痛
み
を
い
や
し
た
。
次
の
へ
ラ

＠
 

グ
レ
イ
オ
ス
帝
は
、
直
々
に
彼
の
修
道
院
を
訪
れ
、
そ
の
祈
り
を
求
め
た
。

わ
し
た
。
彼
は
首
都
で
老
若
男
女
の
病
を
い
や
し
た
た
め
、

③
 

れ
、
ま
た
帝
の
子
供
の
手
の
ほ
ど
こ
せ
な
い
高
熱
を
、

「聖人伝Jに現れる砂漠の苦行僧（足立）

シ
リ
ア
の
柱
頭
隠
者
の
始
祖
、
大
シ
ュ
メ
オ
ン
の
場
合
、
先
述
し
た
よ
う
に
ア
ブ
ラ
l
メ
l
ス
以
上
の
堂
々
た
る
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
地
位

が
推
定
で
き
る
。

シ
ュ
メ
オ
ン
を
「
断
食
に
お
い
て
輝
く
」
「
我
ら
の
土
地
の
城
壁
で
あ
り
、

彼
に
宛
て
ら
れ
た
司
祭
コ
ズ
マ
ス
の
手
紙
は
、

＠
 

我
ら
の
民
の
保
護
者
」
と
し
て
称
え
て
い
る
。
同
じ
く
こ
の
手
紙
で
は
、

③
 

な
た
が
聞
き
と
ど
け
る
こ
と
で
助
け
る
」
者
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
唯
一
の
神
に
人
間
の
願
い
を
伝
え
る
偉
大
な
パ
ト
ロ
ン
で
あ
り
、
そ
れ
は

シ
ュ
メ
オ
ン
は
、
「
あ
な
た
は
神
と
そ
の
被
造
物
の
聞
に
立
ち
、
あ

世
俗
的
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
役
割
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。
彼
の
許
に
は
、
次
の
よ
う
な
頼
み
が
送
ら
れ
て
き
た
。

け
れ
ど
も
、
ま
ず
我
々
が
あ
な
た
に
書
き
送
る
の
は
、
以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
、
金
曜
と
日
曜
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
日
が
清
く
敬
皮
に
保

た
れ
る
よ
う
に
。
ま
た
度
量
器
に
つ
い
て
、
我
ら
の
と
こ
ろ
に
二
つ
も
度
量
器
が
あ
っ
た
り
せ
ず
、
正
確
な
物
差
し
と
測
り
が
我
ら
の
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う

に
。
ま
た
各
人
の
境
界
線
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
変
え
ら
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
。
ま
た
賃
金
労
働
者
や
労
働
者
の
報
酬
に
つ
い
て
、
誰
も
そ
れ
を
拒
否
し

〔793)151 



た
り
し
な
い
よ
う
に
。
ま
た
利
子
率
に
つ
い
て
、
（
借
り
が
）
古
く
て
も
新
し
く
て
も
、
五
%
が
受
取
ら
れ
る
よ
う
に
。
ま
た
返
済
ず
み
の
債
務
証
書
に
つ

い
て
、
そ
れ
が
持
主
に
返
さ
れ
る
よ
う
に
。
ま
た
正
し
い
裁
判
に
つ
い
て
、
我
ら
が
大
人
も
子
供
も
裁
く
よ
う
、
ま
た
個
人
的
な
劃
酌
な
ど
せ
ず
、
手
近
な

者
へ
の
賄
賂
を
受
取
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
。
ま
た
、
我
ら
が
お
互
い
に
憎
悪
を
向
け
合
っ
た
り
せ
ず
、
強
盗
や
妖
術
師
が
ど
こ
の
村
に
も
な
い
よ
う
に
。

ま
た
罪
人
や
違
反
者
を
懲
罰
に
付
す
よ
う
、
そ
し
て
、
教
会
で
、
常
に
我
々
の
魂
の
生
活
が
あ
る
よ
う
情
。

こ
の
よ
う
な
史
料
も
、
も
ち
ろ
ん
い
か
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
、
書
か
れ
た
状
況
を
考
え
に
入
れ
ね
ば
無
批
判
に
何
ら
か
の
結
論
は
出

せ
な
い
性
格
を
有
し
て
い
る
。
司
祭
が
命
じ
た
も
の
か
、
手
の
出
せ
ぬ
パ
ト
ロ
ン
に
委
託
し
た
も
の
か
、
全
く
別
の
法
律
文
書
で
も
混
入
し
た

の
か
。
最
後
の
可
能
性
は
少
な
い
と
し
て
も
、

一
定
の
保
留
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

い
ず
れ
に
し
て
も
大
シ
ュ
メ
オ
ン
、
も
し
く
は
彼

を
奉
ず
る
集
団
が
、
か
な
り
な
威
勢
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
考
え
て
よ
い
。

大
シ
ュ
メ
オ
ン
を
と
り
ま
く
人
々
の
内
部
構
成
に
つ
い
て
は
、
な
お
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
は
、

世
紀
前
の
リ
パ
ニ
オ
ス
の
参
事
会
側
の
言
説
と
比
較
し
て
み
る
と
興
味
深
い
。

リ
パ
ニ
オ
ス
の
怒
り
は
、

新
興
パ
ト
ロ
ン
の
専
横
や
、
「
墨
染

の
衣
」
を
ま
と
っ
た
暴
徒
た
る
修
道
土
、
そ
れ
に
新
し
い
強
者
に
簡
単
に
な
び
い
て
自
分
た
ち
か
ら
離
れ
て
い
く
農
民
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

＠
 

だ
が
、
そ
れ
も
逆
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
こ
う
な
る
。

ま
た
あ
る
時
、
参
事
会
に
属
す
る
あ
る
男
が
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
市
を
治
め
る
あ
る
地
位
に
就
い
た
。
彼
は
悪
人
か
つ
罪
人
で
あ
り
、
多
く
の
者
を
侮
辱
し
、

強
奪
し
た
。
と
く
に
若
者
を
。
彼
は
彼
ら
（
住
民
）
が
一
年
間
に
与
え
る
は
ず
の
も
の
よ
り
、
三
倍
も
多
く
を
取
立
て
た
。

そ
こ
で
困
っ
た
住
民
た
ち
は
シ
ュ
メ
オ
ン
の
と
こ
ろ
へ
相
談
に
行
く
。
三

O
O人
ほ
ど
が
彼
の
前
に
平
伏
し
て
頼
む
と
、

シ
ュ
メ
オ
ン
は
男

に
こ
う
言
い
に
行
か
せ
た
。

あ
な
た
は
こ
の
貧
民
た
ち
に
、
こ
の
よ
う
な
税
を
決
め
、
そ
れ
で
永
遠
に
彼
ら
か
ら
こ
の
税
は
徴
収
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
底
意
地
の
悪
い
こ
と

を
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
彼
ら
に
憐
れ
み
を
持
ち
、
以
前
の
習
慣
に
従
っ
て
要
求
し
な
さ
い
。

と
こ
ろ
が
、
男
は
も
ち
ま
え
の
頑
固
さ
と
高
慢
さ
か
ら
、
使
者
を
送
り
返
し
て
し
ま
う
。

152 (794) 



戻
っ
て
お
ま
え
を
送
り
込
ん
だ
シ
ュ
メ
オ
ン
に
言
え
。
お
ま
え
の
と
こ
ろ
に
か
き
集
め
て
い
る
金
を
そ
い
つ
ら
に
や
れ
、
と
な
。
さ
も
な
い
と
、
俺
は
そ
い

つ
ら
を
拘
禁
し
、
牢
獄
に
放
り
こ
み
、
釈
放
し
な
い
か
ら
な
。

だ
が
、
こ
れ
を
聞
い
た
「
聖
人
」
は
、
天
に
向
っ
て
祈
り
始
め
る
。
や
が
て
三
日
後
、
男
に
は
罰
が
下
る
。
彼
の
腹
は
ブ
ド
ウ
酒
の
皮
袋
の

よ
う
に
膨
ら
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
。
い
く
ら
治
療
し
て
も
効
き
目
は
な
い
。
つ
い
に
彼
は
自
分
の
郷
里
の
祭
司
た
ち
に
、
シ
ュ
メ
オ
ン
の
許
に

懇
願
さ
せ
に
行
か
せ
る
。
す
る
と
、
「
聖
人
」
は
彼
ら
に
言
っ
た
。

こ
の
水
を
と
っ
て
、
そ
し
て
向
こ
う
へ
行
き
な
さ
い
。
彼
が
癒
さ
れ
た
時
に
、
こ
の
悪
行
を
捨
て
る
こ
と
を
神
が
御
承
知
で
あ
る
な
ら
、
彼
は
憐
れ
み
の
心

を
見
出
し
、
立
ち
上
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
し
彼
が
そ
の
陰
険
な
心
に
固
執
し
て
い
る
な
ら
、
水
は
ど
こ
に
も
見
え
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

結
末
は
や
や
凄
惨
で
あ
る
。

彼
ら
（
祭
司
た
ち
）
が
水
を
と
っ
て
い
き
、
そ
し
て
彼
（
男
）
の
住
居
の
塔
に
や
っ
て
き
た
。
彼
が
ベ
ッ
ド
で
向
き
を
変
え
よ
う
と
す
る
と
、
彼
の
腹
が
破

れ
、
そ
の
内
臓
が
と
び
出
し
た
。
そ
し
て
彼
は
死
ん
で
し
ま
い
、
聖
人
の
言
葉
ど
お
り
、
水
は
ど
こ
に
も
見
え
な
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
拘
束
さ
れ
て
い
た
人
々
は
解
放
さ
れ
、
人
々
は
神
を
称
え
た
と
い
う
。

「聖人伝」に現れる砂漠の苦行僧（足立〉

ピ
l
タ

l
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
こ
の
物
語
の
中
で
、
住
民
の
た
め
に
代
弁
す
る
シ
ュ
メ
オ
ン
に
、
か
つ
て
の
参
事
会
員
に
代
わ
る
、
強
力
な
パ

＠
 

ト
ロ
ン
の
姿
を
見
て
と
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
単
に
以
前
の
世
俗
パ
ト
ロ
ン
と
入
れ
替
っ
た
の
で
な
く
、
物
語
後
半
の
、
不
気
味
な
オ
カ
ル
ト

的
様
相
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。
現
代
の
読
者
に
す
ら
生
々
し
い
印
象
を
与
え
る
、
こ
の
よ
う
な
「
力
」
こ
そ
「
聖
人
」
の

強
い
社
会
的
地
位
を
支
え
る
源
泉
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
「
力
」
を
た
よ
っ
て
、
次
々
と
巡
礼
が
訪
れ
、
近
辺
の
村
人
は
相
談

事
を
も
ち
か
け
、
兵
役
思
避
者
が
保
護
を
求
め
、

つ
い
に
は
皇
帝
か
ら
ま
で
相
談
が
も
ち
か
け
け
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

禁
欲
の
苦
行
を
通
じ
て
得
た
、
聖
な
る
祈
り
の
「
力
」
に
よ
っ
て
、
病
い
や
し
か
ら
村
内
外
の
調
停
に
ま
で
あ
た
る
隠
者
的
「
聖
人
」
た
ち
。

(795) 

一
種
の
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
構
成
は
、
厳
密
な
レ
ベ
ル
で
論
ず
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
が
、

か
な
り
な
多
様
性
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
病
気
治
療
を
求
め
る
者
ゃ
、
弟
子
入
り
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

彼
ら
の
許
に
は
、
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や
地
域
に
限
定
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

テ
オ
ド

I
ロ
ス
の
修
道
院
の
場
合
、
も
と
も
と
軍
事
街
道
沿
い
に
あ
っ
て
、
彼
自
身
そ
の
出
生
に
、
首
都
の
皇
帝
の
密
書
を
預
る
高
官
と
、

旅
龍
屋
の
母
と
の
関
係
が
明
示
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
、
千
客
万
来
で
あ
っ
た
。
や
っ
て
来
た
者
に
は
、
レ
ス
ラ
ー
も
い
れ
ば
船
主
も
あ
り
、
皇

＠
 

帝
秘
書
官
や
主
教
、
司
祭
も
い
た
し
、
女
性
も
い
た
。
そ
の
出
身
地
も
ア
ナ
ト
リ
ア
各
地
に
及
び
、
首
都
か
ら
来
た
者
も
あ
っ
国
。
地
位
あ
る

＠
 

者
か
ら
は
財
政
上
、
権
利
の
上
で
の
援
助
を
得
、
ま
た
聖
職
者
か
ら
は
聖
遺
物
の
分
与
も
受
け
た
。
や
が
て
修
道
士
と
し
て
定
住
す
る
弟
子
も

増
え
、
彼
ら
を
統
轄
し
、
教
育
す
る
係
の
者
も
で
き
て
き
た
。

フ
ィ
ル
l
メ
ノ
ス
と
い
う
名
の
男
が
そ
れ
で
、
彼
は
テ
オ
ド
l
ロ
ス
の
最
初
の
修
行
仲
間
で
、
も
と
も
と
エ
ニ
ス
ト
ラ
ト
ス
村
の
「
子
供
の

＠
 

教
師
」
言
一
向
白
色
白
内
定
q
町
民
営
円
で
あ
っ
た
が
、
母
の
勧
め
で
テ
オ
ド

1
ロ
ス
の
下
に
入
門
し
た
。
彼
は
「
修
道
院
が
で
き
た
時
に
、
多
く
の
本
を

＠
 

自
ら
の
手
で
書
き
上
げ
」
、
「
不
肖
私
（
作
者
）
や
そ
の
他
の
多
く
の
子
供
、
そ
れ
に
大
人
た
ち
に
も
書
き
方
の
教
え
を
施
し
た
」
と
さ
れ
て
い

る

「
聖
人
」
＝
と
聖
遺
物
を
中
心
と
す
る
一
つ
の
理
念
を
共
有
す
る
社
会
集
団
が
、
自
ら
の
歴
史
を
書
き
と
め
、
他
者
や
次
世
代
に
向
け
て
喧
伝
、

伝
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
姿
が
う
か
が
え
る
。

苦
行
者
た
ち
の
ア
ジ
l
ル

（
公
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
私
的
な
も
の
で
あ
れ
）

へ
人
々
が
訪
れ
、
や
が
て
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し

て
い
く
の
は
、
柱
頭
隠
者
や
エ
ジ
プ
ト
の
隠
修
士
で
も
同
様
で
あ
る
。

悪
霊
た
ち
が
恐
れ
た
よ
う
に
、
「
砂
漠
を
満
た
す
」
苦
行
者
の
群
が
つ
め
か
け
た
。

＠
 

神
の
慈
愛
と
イ
エ
ス
の
受
難
に
つ
い
て
説
教
し
た
後
、
「
多
く
の
者
に
孤
住
生
活
を
勧
め
た
。
」
そ
う
し
て
山
の
あ
ち
こ
ち
に
修
道
院
が
で
き
、

＠
 

「
砂
漠
は
修
道
土
た
ち
の
手
に
落
ち
た
」
と
伝
え
ら
れ
る
。
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
ラ
ウ
ラ
と
呼
ば
れ
る
ゆ
る
や
か
な
共

ア
ン
ト

I
ユ
オ
ス
の
許
に
は
、

ア
ン
ト

I
ユ
オ
ス
は
、

住
集
団
か
ら
、
パ
コ
l
ミ
オ
ス
の
厳
格
で
大
規
模
な
集
固
ま
で
、
様
々
な
修
道
士
集
団
が
こ
の
後
で
き
て
く
る
。

パ
コ
l
ミ
オ
ス
の
修
道
院
も
、
た
だ
組
織
的
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
西
欧
修
道
院
と
同
一
視
す
べ
き
で
は
な
い
。
彼
の
修
道
院
も
ま
た
、

154 (796〕



こ
の
世
と
の
関
係
か
ら
の
離
脱
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
て
、
弟
子
に
は
ま
ず
こ
の
世
と
自
ら
の
財
産
を
捨
て
、
肉
食
を
せ
ず
、
神
に
従
う
こ
と

⑬
 

を
説
い
た
。
彼
は
修
行
で
デ
ィ
オ
ラ
テ
イ
コ
ン
と
呼
ば
れ
る
読
心
能
力
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
弟
子
は
心
の
隅
々
ま
で
点
検
さ
れ
国
。
そ
し
て

＠
 

都
市
の
教
会
か
ら
の
叙
任
は
拒
否
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
彼
の
と
こ
ろ
で
は
－
調
理
さ
れ
た
も
の
を
食
べ
な
い
と
聞
い
て
、
ス
ケ

l
テ
ィ
ス
の
マ
カ
リ
オ
ス
が
入
門
者
を
装
っ
て
試
し
に
き
た
。

マ
カ
リ
オ
ス
は
七
年
間
調
理
さ
れ
た
も
の
を
食
べ
ず
、
沼
地
で
蚊
に
刺
さ
れ
る

ま
ま
に
し
て
、
顔
の
形
が
変
わ
っ
た
と
い
う
孤
独
な
苦
行
者
で
あ
る
。
彼
が
禁
欲
生
活
で
誰
よ
り
も
立
ち
勝
る
の
で
、
パ
コ

l
ミ
オ
ス
は
彼
が

⑬
 

マ
カ
リ
オ
ス
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
き
、
弟
子
に
教
訓
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
た
。
こ
れ
ら
の
説
話
は
、
史
実
で
は
な
い
と
し
て
も
、

「聖人伝」に現れる砂漠の苦行僧（足立）

Zeise!, Economic Survey, p. 291.より転載

職能区分｜観る｜合信号号室湾！人情燃i君！人）
仕立て 15 5.0 7.5 

鍛 治 7 2.3 3.5 

大 工 4 1.3 2.0 

縄作り 12 4.0 6.0 

洗い張り 15 5.0 7.5 

皮なめし 20 6.3 10.0 

園 で3些~今 20 6.3 10.0 

農 耕 50 16.7 25.0 

写 字 10 3.3 5.0 

カゴ作り 40 13.3 20.0 

番 人 10 3.3 5.0 

図4

原史料は， Palladiusの伝える， Panopolisにあるパコミオ

ス修道院に関する記載， cf.Palladius, Historia Lausica, ed. 
Butler, E., 2 vols. Cambridge, 1898-1904, 32. 9, 12. 

エ
ジ
プ
ト
の
共
住
修
道
者
ら
の
目
的
も
、
孤
独
の
行
者
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ラ
ウ
ラ
や
パ
コ

l
ミ
オ
ス
の
修
道
院
で
は
、
組
織
構
成
員
の
生
計
の
た
め
、
農
業

の
他
、
と
く
に
織
物
や
カ
ゴ
作
り
が
さ
か
ん
で
、

⑬
 

販
売
ま
で
し
て
い
た
と
い
う
。
ア
ポ
ロ

l
ニ
オ
ス
は
、
退
職
後
修
道
士
に
な
ろ
う
と

し
た
が
、
生
計
を
得
る
た
め
に
何
か
作
る
技
術
が
な
い
の
で
や
め
た
と
伝
え
ら
れ
旬
。

一
ト
リ
ア
で
は
隠
修
士
が
ワ
イ
ン

パ
コ

l
ミ
オ
ス
修
道
院
で
は
、
非
常
に
細
分
化
さ
れ
た
職
能
分
担
が
史
料
に
示
さ
れ

＠
 

て
い
る
。

シ
リ
ア
の
柱
頭
隠
者
の
と
こ
ろ
に
は
、
季
節
労
働
者
が
集
ま
っ
た
。
当
時
、
北
部

シ
リ
ア
で
は
イ
サ
ウ
リ
ア
や
イ
ベ
リ
ア
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
、
が
多
く
、
そ
の
石
細

工
の
技
術
が
高
度
な
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
小
シ
ュ
メ
オ
ン
の
修
道
院

155 (797) 

を
建
設
し
た
の
は
彼
ら
で
あ
り
、
こ
の
「
聖
人
」
は
、
彼
ら
と
密
接
な
つ
な
が
り
を

持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。



＠
 

史
料
に
よ
る
と
、
小
シ
ュ
メ
オ
ン
は
「
法
悦
の
う
ち
に
？
？
ミ
岳
民
数
多
く
の
群
衆
が
十
字
架
と
共
に
東
の
方
か
ら
」
や
っ
て
く
る
の
を

見
た
。
聖
霊
は
、
彼
ら
が
イ
ベ
リ
ア
人
で
、
や
が
て
彼
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
予
言
し
た
。
そ
の
通
り
、
し
ば
ら
く
す
る
と
イ
ベ

小
シ
ュ
メ
オ
ン
は
、
「
汚
れ
た
霊
に
悩
ま
さ
れ
、

リ
ア
人
の
群
衆
が
や
っ
て
き
た
。

様
々
な
苦
し
み
を
受
け
て
い
る
彼
ら
の
う
ち
の
多
く
の
者

を
い
や
し
た
。
」
そ
こ
で
こ
の
奇
蹟
を
認
め
た
者
た
ち
は
、
彼
と
共
に
い
る
こ
と
を
望
み
、

と
を
知
っ
て
受
入
れ
た
。
彼
ら
は
「
聖
人
の
修
道
院
に
と
ど
ま
り
、
修
道
生
活
に
こ
れ
努
め
た
」
と
い
う
。

小
シ
ュ
メ
オ
ン
は
、

こ
れ
が
神
の
意
図
で
あ
る
こ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

隠
者
た
ち
は
、
苦
行
の
果
て
に
得
た
聖
な
る
祈
り
の
力
に
よ
っ
て
、
既
存
の
村
落
社
会
を
律
し
、
自
ら
の
周
囲
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
結
集
さ

①

叶

F
o
o
a
o
z
z
p
国
Z
Sロ
mv
何
色
』
悶
』
0mmrHU・
c－∞
P
E
N
Oの
tHAFN岡
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・
回
目
唱
Mr

m
z
o
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己
司
ロ
ロ
o
t。
P
司
・
∞
少
同
店
ロ
子
宮
Oロ
宵
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符
ロ
品

m
Z
2守
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唱
司
・

HNlHF

ロ
mw四円
o
p
何
回
可
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〈
E
O問。

2

2
芯
・
司
MM・臼由
lu叶
・
テ
ィ

γ
ネ
フ
ェ
ル
ト
『
初

期
ピ
ザ
シ
ツ
社
会
』
一
一
一
ニ
頁
等
。

②
テ
ィ
ン
ネ
フ
ェ
ル
ト
、
同
右
。

③

吋

F
g品
0
2
2
p
出
・
同
・
＼
冨
mwME自
B
J
E
H
M
t
H企
ω．
司
M10ロ
子
宮
o
E
B
E
ι

的
ロ
吋
ぐ
M
a〈
曾
戸
、

M
V

・
Hω
・

④
回
円
0
2＝ロ問、

F
O耳

F040戸
印
。
E
Y
司－

HHN・
ダ
ニ
エ
ル
入
四
歳
、
柱
頭
隠
者

ル
l
カ
ス
百
歳
、
ァ
ロ
コ
ピ
オ
ス
百
二
十
歳
な
ど
で
、
本
稿
で
多
〈
引
い
た
小
シ

ユ
メ
オ
γ
も
七
二
歳
、
ア

γ
ト
1
－
一
オ
ス
も
百
五
歳
と
さ
れ
て
い
る
。

⑤

切

g
p
z
p
切
・
＼

k
r
p
S
E
E
m
－
J

ロ
g
h
rロ
S
E
r
P
E
n
－o－om古
m－H
E
S
H
・

MMEF4hp仲間。ロ
J
烹叫
h
叫
町
宮
町
。
』
官
、
な
な
お
880
白
山

Y
H由∞由、

MM－
MH4・

⑥
」
三
宮
〉
巳
OMHFMM・
ε
r
o
F・

s－回・

⑦

E
o自・

⑥

E
ι
・・司・由
F
O
E－
p
h
r
l回・

品山
V

叶
冒
品
。
己
OHawιo
印日『宵品。ロ・

MMmwpAFU・
MM・∞∞・

⑬

芭

O
E－

＠

E
O
B－
 

⑫
阿
部
謹
也
『
西
洋
中
世
の
罪
と
罰
』
八
一
一
一
ー
一

O
O頁。

⑬
『
砂
漠
の
師
父
の
言
葉
』
マ
カ
ロ
オ
ス
二
ニ
、
二
五
三

l
四。

⑬

帥

o
a
E
E
L－
E
品
加
。
品
。
ロ
宵
0・
2
－－

a
・
p
－
U1bhERS
－h
’
同
町
・
弓
主
主
ま

。L
下
同
E
F
図
司

oorロロ
P
H由∞
AFMHM可
O品
EH丘
o
p
司句・

HHfHm・
サ

γ
タ
ク
ロ
ー

ス
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
、
同
じ
く
リ
ュ
キ
ア
、
ミ
ュ
ラ
市
の
四
世
紀
の
エ
コ
ラ
オ
ス

だ
が
、
六
世
紀
に
も
岡
市
近
郊
の
シ
オ

γ
聖
堂
で
修
道
僧
ニ
コ
ラ
オ
ス
が
奇
跡
を

示
し
た
。
ミ
ュ
ラ
の
ニ
コ
ラ
オ
ス
の
伝
説
は
、
多
分
に
後
者
の
奇
蹟
行
為
を
吸
収

し
て
成
立
し
た
。

⑬

E
ι
・ゐ－

u
p
H
P

⑬

E
ι
・
ら
・
宏
、

Hm－

＠

E
a－－
M
M

・

8
L∞－

⑬

H
F
E－－司・

40・
企
－

⑬

E
ι
・・司・

8
、

8
・

＠
聖
ア
ル
テ
ミ
オ
丸
。
そ
の
特
殊
性
の
た
め
に
、

p
ラ
イ
ア

γ
ト
は
帝
国
中
、
あ
ら

156 (798) 
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奇
蹟
的
な
力
を
た
よ
っ
て
、
人
々
が
結
集
す
る
。

こ
の
よ
う
な
通
過
儀
礼
を
経
て
、
社
会
に
対
す
る
強
い
力
を
持
つ
聖
な
る
職
能
者
は
、
世
界
各
地
の
社
会
で
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
。
だ
が
、

普
遍
性
の
発
見
は
、
個
別
の
意
味
を
雲
散
霧
消
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
と
も
す
れ
ば
特
殊
性
の
強
調
に
走
り
が
ち
な
各
宗
教
社
会

エ
リ
ア

1
デ
の
普
遍
的
な
宗
教
史
が
再
評
価
さ
れ
る
の

①
 

も
、
ま
た
彼
が
ブ
ラ
ウ
ン
の
論
考
を
引
い
て
修
道
運
動
を
論
じ
た
り
す
る
の
も
、
あ
な
が
ち
偶
然
と
は
言
え
な
い
。

を

一
定
の
普
遍
的
な
土
俵
の
上
で
、
比
較
す
る
視
点
を
聞
く
こ
と
を
可
能
と
す
る
。

ま
ず
も
っ
て
強
調
し
て
お
い
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、
他
の
宗
教
社
会
と
同
じ
く
、

キ
リ
ス
ト
教
社
会
も
ま
た
、
そ
の
定
着
期
に
シ
ャ
l

マ
ン
的
霊
的
能
力
者
の
活
動
の
場
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
単
に
「
異
教
」
的
な
も
の
の
名
残
り
と
い
う
の
で
な
く
、

キ
リ
ス
ト
教
社
会
自
体
が
、
災
害
を
も
た
ら
す
悪
霊
と
、
救
済
す
る
神
の
力
を
実
感
で
き
て
い
た
時
代
の
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
る
。

ギ
ン
ズ
ブ
ル
ク
が
発
見
し
た
よ
う
に
、
近
代
初
頭
に
至
る
ま
で
、
西
欧
で
も
農
村
レ
ベ
ル
で
は
中
央
の
教
会
の
公
式
神
学
と
は
、
似
て
も
似

っ
か
ね
世
界
が
展
開
し
て
い
た
。

そ
れ
を
「
キ
リ
ス
ト
教
化
」

の
及
ば
ぬ
「
異
教
」
的
民
俗
文
化
の
世
界
と
す
る
に
は
、
「
キ
リ
ス

し
か
し
、

ト
教
」
を
制
度
的
、
公
式
神
学
的
な
も
の
に
限
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

古
代
末
期
の
シ
ャ
l
マ
ン
的
な
「
聖
人
」
の
活
動
は
、
キ
ュ
ニ
コ
ス
派
や
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
「
神
の
人
」
の
パ
タ
ー
ン
を
、
ほ
と
ん
ど
そ

の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
旬
。
テ
オ
ド

I
戸
ス
や
小
シ
ュ
メ
オ
ン
は
母
と
の
結
合
関
係
が
深
く
、
ま
た
母
自
身
が
霊
的
資
質
の
持
主
で
、
崇
拝
さ
れ

て
い
句
。
こ
れ
は
地
中
海
の
地
母
神
崇
拝
と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
起
源
的
に
は
ほ
と
ん
ど
「
異
教
」
的
で
あ
る
。

だ
が
、
神
殿
を
破
壊
し
、
樹
木
や
川
に
宿
る
神
々
を
「
悪
霊
」
と
し
て
赦
う
隠
修
士
た
ち
と
、
そ
の
助
け
を
求
め
る
村
人
た
ち
ほ
ど
激
し
く

神
を
求
め
る
人
々
は
、
近
代
以
降
の
西
欧
の
「
キ
リ
ス
ト
教
的
」
社
会
に
は
見
出
せ
な
い
。
見
出
せ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
黒
人
キ
リ
ス
ト
教

社
会
や
、
「
異
端
」
視
さ
れ
た
運
動
の
中
に
こ
そ
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
古
代
末
期
の
「
聖
人
」
た
ち
は
、
「
異
教
」
を
破
渡
し
つ
つ
継
承

④
 

し
た
の
で
あ
る
。
地
母
神
崇
拝
を
暗
示
さ
せ
る
テ
オ
ド
l
ロ
ス
は
、
ア
ル
テ
ミ
ス
信
者
を
執
劫
に
追
っ
た
。
彼
ら
の
世
界
は
最
も
反
「
異
教
」

⑤
 

の
世
界
で
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

的
な
、
ウ
ル
ト
ラ
・
フ
ア
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
な
「
キ
リ
ス
ト
教
」
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彼
ら
の
活
動
、
及
、
ひ
そ
の
行
状
を
記
し
た
「
聖
人
伝
」
は
、
四
世
紀
以
降
さ
か
ん
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
す
で
に
使
徒
や
殉
教
者
の
時
代
は
過

去
の
も
の
と
な
り
、
国
家
は
キ
リ
ス
ト
教
帝
国
へ
の
道
を
歩
み
始
め
て
い
た
、
教
会
の
世
俗
化
、
制
度
化
も
進
展
し
、
直
接
自
に
見
え
、
手
に

触
れ
る
形
で
神
の
力
は
実
感
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
こ
れ
に
あ
き
た
ら
な
い
者
が
、
人
聞
の
領
域
を
は
な
れ
、
イ
エ
ス
に
倣
う
苦
行

を
通
し
て
信
仰
の
実
感
を
得
ょ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
従
来
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
お
そ
ら
く
は
妥
当
な
推
測
で
あ
ろ
う
。
民

衆
も
ま
た
、
位
階
は
な
く
と
も
、
彼
ら
に
こ
そ
信
仰
の
拠
り
ど
こ
ろ
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
聖
人
」
た
ち
の
イ
エ
ス
の
模
倣
は
、

た
だ
単
に
ア
ッ
シ
ジ
の
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
よ
う
に
徳
を
積
ん
だ
と
い
う
の
で
な
く
、
砂
漠
で
悪
霊
に
試
さ
れ
、
道
ゆ
く
人
士
宮
・
志
向
蹟
で
い
や

す
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
、

災
厄
を
も
た
ら
す
霊
に
苦
し
む
農
民
の
闘
で
、
「
異
教
」
祭
司
に
な
り
代
っ
て
、
よ

り
有
効
な
神
の
儀
礼
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

信
仰
レ
ベ
ル
の
問
題
と
は
別
に
、
彼
ら
の
活
動
が
古
代
末
期
地
中
海
世
界
で
最
も
富
裕
な
、

エ
ジ
プ
ト
や
シ
リ
ア
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
も
、

示
唆
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
エ
ジ
プ
ト
や
シ
リ
ア
の
オ
リ
エ
ン
ト
的
民
族
感
情
の
高
ま
り
と
ロ
i
マ
支
配
へ
の
反
感
に
短
絡
さ
せ
て
理
解
さ
れ
る

⑥
 

こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
現
在
に
お
い
て
あ
ま
り
支
持
さ
れ
る
見
方
で
は
な
い
。
民
族
独
立
運
動
的
視
点
で
は
、
何
故
運
動
が
小
ア

「聖人伝」に現れる砂漠の苦行僧（足立〕

ジ
ア
や
西
方
諸
属
州
に
も
広
ま
っ
た
か
理
解
で
き
な
い
し
、
皇
帝
と
時
に
結
び
つ
く
こ
と
や
、
よ
り
戦
乱
や
収
奪
の
厳
し
い
地
方
か
ら
運
動
が

始
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
説
明
も
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
三
世
紀
の
混
乱
か
ら
い
ち
早
く
立
ち
直
り
、
以
前
と
は
別
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
に
、

エ
ジ
プ
ト
や
シ
リ
ア
が
成
功
し
た
属
州
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
特
殊
オ
リ
エ
ン
ト
的
な
観
念
を
付
加

す
る
必
要
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
に
、
儀
礼
を
行
な
う
隠
修
士
的
「
聖
人
」
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
、

シ
リ
ア
語
や
コ
プ
ト
語
圏
の
「
聖
人
」
の
活
動
も
、
す
ぐ
に
ギ
リ
シ
ア
語
、
ラ
テ
ン
語
圏
の
共
有
財
産
と
さ
れ
た
し
、
ま
た
テ
オ
ド

ー
ロ
ス
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
修
道
院
は
地
域
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
語
教
育
と
「
聖
人
」
を
軸
と
す
る
文
化
再
生
産
の
セ
ン
タ
ー
と
も
な
っ
て

旧
来
の
秩
序
を
代
表
す
る
都
市
参
事
会
か
ら
の
視
点
と
は
別
に
、
彼
ら
の
活
動
は
、
オ
リ
エ
ン
ト
諸
文
化
と
ギ
リ
シ
ア
の
文
化
を
む
し

⑦
 

ろ
結
合
さ
せ
る
関
係
の
場
を
作
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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他
に
並
存
す
る
も
の
の
な
い
、
唯
一
の
神
の
力
を
呼
び
出
す
と
い
う
彼
ら
の
主
張
は
、
個
別
並
存
的
な
以
前
の
都
市
や
村
落
の
地
域
神
へ
の

優
越
の
主
張
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
旧
秩
序
を
破
壊
し
て
、
別
の
形
に
再
秩
序
化
ー
ー
よ
り
宗
教
的
に
統
合
さ
れ
た
ー
ー
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
古
代
末
期
に
、
シ
リ
ア
で
は
村
落
相
互
の
定
期
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
結
ぼ
れ
て
い
く
が
、
こ
れ
ら
は
以
前
「
異
教
」
の
神
の
祭

礼
の
日
に
行
わ
れ
て
い
た
の
が
、
次
々
と
攻
撃
さ
れ
て
、
「
聖
人
」
の
名
を
冠
す
る
も
の
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
い
隠
修
士
や
彼

ら
を
「
聖
人
」
と
奉
ず
る
集
団
の
行
動
は
、
分
立
や
独
立
よ
り
も
、
ま
ず
は
一
つ
の
関
係
の
場
へ
の
統
合
の
た
め
に
動
い
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
極
め
て
権
力
的
な
も
の
で
も
あ
る
。

一
つ
の
関
係
の
場
と
は
、
個
別
の
地
域
共
同
体
を
は
な
れ
た
、
超
越
的
な
キ
リ

ス
ト
教
の
神
の
下
に
、
万
民
が
ひ
れ
伏
す
体
制
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
地
上
は
、
神
の
代
理
人
た
る
皇
帝
の
治
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
各

人
は
魂
の
救
済
の
た
め
に
、
所
管
の
教
会
で
、
全
て
を
告
白
し
、
許
し
を
懇
い
願
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
皇
帝
は
ま
た
、
臣
民
が
神
慮
に
か

な
っ
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
常
に
配
慮
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
キ
リ
ス
ト
教
帝
国
の
理
念
で
あ
る
が
、
隠
修
士
に
始
ま
る
修

道
僧
の
活
動
は
、
こ
れ
を
地
域
レ
ベ
ル
で
推
進
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

、
シ
ェ
ル
・
フ
l
コ
l
は
、

⑨
 

へ
の
移
行
と
捉
え
た
。
こ
れ
は
、

ロ
ー
マ
の
権
力
の
変
化
を
、
「
勝
利
者
の
権
力
」
か
ら
「
牧
人
司
祭
型
権
力
」

戦
争
で
勝
て
ば
従
来
の
自
治
権
は
認
め
て
や
る
と
い
う
形
か
ら
、
羊
飼
い
が
羊
を
世
話
す
る
よ
う
に
、
権
力
が
個
人
生
活
の
隅
々
に
ま
で
、
「
配

慮
」
と
い
う
名
の
監
視
を
行
な
う
体
制
へ
の
移
行
で
あ
る
。

フ
l
コ
l
の
目
的
は
、
性
（
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
）
を
中
心
に
、
告
白
を
強
い
る
西

欧
の
内
在
的
な
キ
リ
ス
ト
教
権
力
の
誕
生
を
、
古
代
末
期
に
発
見
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
修
道
僧
は
重
要
な
射
程
目
標
に
据
え
ら
れ

て
い
た
。

神
に
見
張
ら
れ
た
牢
獄
に
い
る
つ
も
り
で
生
活
を
せ
よ
と
州
、

た
し
か
に
、
「
聖
人
伝
」
を
読
む
と
、

の
隅
々
ま
で
見
通
す
な
ど
、
「
監
獄
の
誕
生
」
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

パ
コ

l
ミ
オ
ス
の
よ
う
に
弟
子
の
心

A
・
p
－
カ
ジ
ュ
ダ
ン
は
、
社
会
移
動
の
激
し
い
状
況
の
中
で
、
超
越
的
な
神
と
そ
れ
に
奉
仕
す
る
皇
帝
が
生
れ
て
く
る
こ
と
に
つ
い
て
、

(802) 160 



⑬
 

「
自
由
な
き
個
人
主
義
」
と
い
う
概
念
を
提
示
す
る
。
ポ
リ
ス
的
な
地
域
共
同
体
の
ま
と
ま
り
が
崩
れ
、
個
人
と
個
人
を
結
合
さ
せ
る
紐
帯
の

弱
い
ピ
ザ
ン
ツ
で
は
、
人
間
の
生
活
は
極
め
て
個
人
主
義
的
で
、
最
終
的
に
は
隠
者
の
よ
う
に
孤
住
す
る
の
が
理
想
と
な
る
と
い
う
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
に
個
人
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
が
故
に
、
か
え
っ
て
超
越
的
な
神
の
支
配
が
可
能
と
な
る
の
だ
と
、
カ
ジ
ュ
ダ
ン
は
考
え
た
。
初
期
ビ

ザ
ン
ツ
と
言
わ
れ
る
古
代
末
期
の
東
方
に
は
、
既
に
十
分
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
現
れ
て
い
る
。

以
上
の
所
説
は
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
や
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
を
経
た
現
代
の
我
々
の
自
に
は
、
と
く
に
疑
問
の
余
地
も
な
い
も
の
に
思
え
て
く
る
。

だ
が
、
古
代
末
期
や
ピ
ザ
ン
ツ
の
社
会
は
、
二

O
世
紀
の
大
衆
社
会
で
は
な
い
。
現
代
社
会
に
お
い
て
こ
そ
あ
て
は
ま
る
「
自
由
な
き
個
人
主

義
」
や
「
牧
人
司
祭
型
権
力
」
で
、
千
数
百
年
彼
方
の
東
地
中
海
の
社
会
が
全
て
推
し
量
れ
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ま
ず
第
一
に
、
「
聖
人
」
を
巡
る
集
団
は
、

完
全
に
教
会
の
制
度
の
下
に
は
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

伝
記
の
上
で
高
職
富
貴

の
身
で
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
て
も
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
隠
修
士
た
ち
は
教
職
位
階
と
は
関
係
な
く
苦
行
し
た
し
、
地
方
の
「
聖
人
」

巡
礼
や
「
聖
人
」
崇
拝
も
、
別
に
行
者
が
高
い
位
階
で
あ
っ
た
と
か
神
学
的
著
作
を
残
し
た
と
か
で
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
の
地
位
の
高

さ
は
、
地
域
で
示
し
た
苦
行
や
奇
蹟
に
対
す
る
評
判
で
左
右
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「聖人伝」に現れる砂漠の苦行僧（足立〉

ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
第
二
に
、
苦
行
者
た
ち
の
霊
と
の
直
接
交
流
の
力
が
重
要
で
あ
る
。
教
会
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
を
介
さ
ず
、
勝
手

に
神
や
聖
霊
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
持
ち
、
自
分
た
ち
の
聞
で
悪
霊
を
識
別
し
て
除
霊
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
第
三
に
は
、
教
会
自
体
の
制
度
の
未
確
立
で
あ
る
。
制
度
外
で
適
当
に
神
と
交
信
し
た
り
、
除
霊
す
る
な
ど
、
後
の
西
欧
キ
リ
ス

ト
教
で
は
考
え
ら
れ
な
い
「
異
端
」
的
な
所
業
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
初
期
ピ
ザ
ン
ツ
期
の
東
方
の
教
会
に
、
こ
れ
を
取
締
っ
て
、
上

意
下
達
の
完
全
な
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
貫
徹
で
き
る
よ
う
な
状
況
は
な
か
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
帝
国
を
盤
石
の
も
の
と
す
る
た
め
、
五
世
紀
を
中

と
く
に
四
五
一
年
の
カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
で
は
、
「
正
統
」
信
仰
の
確
立
が
宣
言
さ
れ
、

⑫
 

な
教
会
組
織
の
規
定
が
定
め
ら
れ
、
修
道
士
も
所
定
の
教
区
の
主
教
に
従
う
べ
し
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
結
果
は
一
層
悪
く
、
大
半
の
修
道
僧

心
に
、
度
々
全
地
公
会
議
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
細
か

(803) 

「
正
統
」
派
の

161 

シ
リ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
で
は
こ
の
方
が
勢
力
を
誇
示
す
る
に
至
っ
た
。

は
む
し
ろ
反
対
組
織
の
モ
ノ
フ
ィ
ジ
ス
ト
の
側
に
投
じ
、



⑬
 

側
で
も
、
再
布
教
の
た
め
に
は
、
相
変
ら
ず
柱
頭
隠
者
を
味
方
に
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

第
四
点
目
は
、
「
聖
人
伝
」
の
世
界
の
狭
い
地
域
性
で
あ
る
。

こ
れ
は
都
市
的
な
大
衆
社
会
で
バ
ラ
バ
ラ
の
個
人
が
超
越
者
を
奉

じ
た
と
い
う
の
と
は
似
て
も
似
つ
か
ね
世
界
で
、
む
し
ろ
超
越
神
を
奉
ず
る
形
を
と
り
な
が
ら
、
地
域
の
村
社
会
を
定
着
さ
せ
て
い
く
よ
う
な

形
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
テ
オ
ド
l
ロ
ス
の
世
界
を
見
て
み
よ
う
。
彼
は
な
る
ほ
ど
皇
帝
の
許
に
も
馳
せ
参
じ
、
病
い
や
し
を
し
て
修
道
院
の
ア
ジ
｜
ル

特
権
を
確
保
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
と
交
友
関
係
を
持
っ
た
マ
ウ
リ
キ
オ
ス
、

へ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
の
各
帝

フ
ォ
ー
カ
ス
、

は
、
互
い
に
血
で
血
を
洗
っ
た
仇
敵
同
士
な
の
で
あ
る
。
テ
オ
ド
l
ロ
ス
に
と
っ
て
、
ま
た
彼
を
「
聖
人
」
に
祭
り
上
げ
た
小
ア
ジ
ア
、

ケ
オ
ン
の
人
々
に
と
っ
て
、
そ
ん
な
こ
と
は
特
に
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
首
都
で
の
奇
蹟
行
為
も
皇
帝
を
ダ
シ
に
し
て
「
聖
人
」

を
称
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
特
権
や
寄
付
さ
え
も
ら
え
れ
ば
、
別
に
ど
の
皇
帝
に
忠
義
だ
て
す
る
義
理
も
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
皇
帝
の
方
も
、
そ
れ
で
特
に
仇
敵
た
る
前
帝
と
の
関
係
で
各
め
だ
て
も
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
時
代
は
七
世
紀
は
じ
め
。
内
外
の
緊

迫
す
る
情
勢
の
中
で
、

ク
ー
デ
タ
を
く
り
返
す
中
央
の
皇
帝
た
ち
に
、
地
方
レ
ベ
ル
の
有
力
拠
点
に
、
全
て
処
罰
を
加
え
る
力
は
な
く
、
と
り

あ
え
ず
ま
ず
味
方
に
つ
け
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

皇
帝
と
の
関
係
は
、
常
に
う
ま
く
い
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
四
世
紀
か
ら
、

⑬
 

処
分
さ
れ
る
よ
う
厳
命
さ
れ
た
し
、
税
収
上
も
治
安
上
も
、
あ
ま
り
好
ま
し
い
と
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

一
ト
リ
ア
砂
漠
の
放
浪
す
る
修
道
僧
は
、
法
律
で

テ
オ
ド
l
ロ
ス
と
同
じ
七
世
紀
は
じ
め
の
小
ア
ジ
ア
の
、

⑮
 

シ
オ
ン
の
ニ
コ
ラ
オ
ス
の
場
合
、
当
局
と
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
c

六
世

紀
後
半
よ
り
、
各
地
を
襲
う
ベ
ス
ト
の
波
が
、

つ
い
に
ミ
ュ
ラ
市
へ
も
や
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
近
辺
の
農
民
は
、
町
へ
行
く
と
ペ
ス
ト
に
な

る
と
言
っ
て
、
近
づ
こ
う
と
し
な
く
な
っ
た
。
農
民
た
ち
が
、
「
都
市
に
穀
物
も
、

ワ
イ
ン
も
木
材
も
、

そ
の
他
生
計
の
た
め
の
も
の

花
も
、

を
何
も
運
ん
で
こ
な
か
っ
た
」
た
め
に
、
著
し
い
餓
謹
が
や
っ
て
き
た
。
町
の
う
わ
さ
で
は
、
こ
れ
は
近
辺
の
村
人
に
権
威
の
あ
る
ニ
コ
ラ
オ

そ
こ
で
大
主
教
フ
ィ
リ
ッ
ポ
ス
は
総
督

ス
が
、
農
民
を
都
市
へ
近
づ
か
せ
な
い
よ
う
指
図
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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と
「
有
力
者
」
さ

ea弘
司
ミ
町
内
に
相
談
し
、
聖
職
者
を
派
遣
し
て
ニ
コ
ラ
オ
ス
を
鎖
に
つ
な
い
で
連
行
し
よ
う
と
し
た
。

す
る
と
、
こ
れ
を
知

っ
た
ト
ラ
グ
ラ
ッ
ソ
ス
村
の
人
々
が
集
ま
っ
て
き
て
こ
う
叫
ん
だ
。

ど
う
か
市
へ
は
降
り
て
い
か
な
い
で
下
さ
い
。
と
い
う
の
も
、
市
に
は
あ
な
た
の
こ
と
で
激
し
い
怒
り
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
容
れ
た
ニ
コ
ラ
オ
ス
は
、
さ
っ
そ
く
ト
ラ
グ
ラ
ッ
ソ
ス
村
に
出
か
け
、
そ
こ
の
「
ア
ル
カ
ン
ゲ
ロ
ス
の
聖
地
」
で
二
頭
の
去
勢
牛
を
屠

っ
て
饗
宴
を
聞
い
て
、
村
人
と
共
に
喜
び
を
わ
か
ち
あ
い
、
村
人
た
ち
は
「
楽
し
み
、
彼
を
称
え
た
彼
ら
に
栄
光
を
与
え
た
神
に
感
謝
し
た
」

と
い
う
。
こ
の
後
、

ニ
コ
ラ
オ
ス
は
近
辺
の
村
を
次
々
訪
ね
て
、
同
じ
よ
う
に
牛
を
屠
っ
て
饗
宴
を
聞
い
た
。

シ
オ
ン
聖
堂
近
辺
の
村
々
で
持
っ
て
い
た
意
味
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
物
語
か
ら
は
っ
き
り
と
わ
か
る
の
は
、

「
聖
人
」
を
支
え
る
空
聞
は
、
決
し
て
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ

l
の
制
度
の
下
に
捉
え
こ
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
彼
を
介
し
て
出
現
す
る
神

牛
を
屠
る
民
俗
行
事
が
、

の
力
の
直
接
的
な
作
用
の
下
に
、
村
人
が
結
集
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
中
期
ビ
ザ
ン
ツ
の
農
村
に
つ
な
が
る
も
の
を
発
見
す
る
研
究

⑮
 

者
が
あ
る
の
も
う
な
ず
け
る
。

結
局
、
冒
頭
で
記
し
た
よ
う
に
、
隠
修
士
的
「
聖
人
」
の
活
動
は
、
両
義
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
教
会
権

「聖人伝Jに現れる砂漠の苦行僧（足立〉

力
の
「
異
教
」
と
り
込
み
の
走
狗
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
は
そ
の
霊
的
な
世
界
と
の
直
接
交
信
性
に
お
い
て
、
ま
だ
制
度
化
さ
れ
き
っ
て
も
い

な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
村
落
社
会
の
側
よ
り
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
聖
人
」
を
奉
ず
る
こ
と
で
、
村
落
内
の
再
秩
序
化
も
可
能
と
な
る
上
、
よ

り
広
い
対
外
的
な
関
係
の
場
で
も
、
古
い
地
域
神
を
そ
の
ま
ま
持
つ
よ
り
も
有
利
な
対
応
論
理
を
獲
得
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

や
が
て
危
機
の
時
代
が
一
段
落
し
、
中
期
ピ
ザ
ン
ツ
社
会
形
成
期
に
は
、
再
び
民
衆
の
超
自
然
力
の
空
聞
を
制
度
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
が

出
て
く
る
。
聖
画
像
論
争
が
そ
れ
で
、
こ
れ
も
ブ
ラ
ウ
ン
の
所
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
従
来
言
わ
れ
た
民
族
闘
争
そ
の
他
で
な
く
、
教
会
が
聖

画
や
「
聖
人
」
の
不
確
か
で
直
接
的
な
神
の
力
の
顕
現
の
回
路
を
封
じ
、
十
字
架
と
教
会
の
建
物
だ
け
に
聖
な
る
力
の
現
わ
れ
を
限
定
し
よ
う

⑫
 

と
し
た
動
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
つ
い
に
成
功
し
な
か
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、

ピ
ザ
ン
ツ
的
東
方
の
、
「
よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
」
な
社
会
の
あ
ら
わ
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ま
と
め
と
展
望

「
聖
人
伝
」
に
現
れ
る
苦
行
者
た
ち
の
姿
を
通
し
て
、
古
代
末
期
東
方
の
社
会
変
動
の
様
子
を
、
い
く
ば
く
か
で
も
掴
む
の
が
木
稿
の
目
指

し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
な
お
ミ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル
に
ま
で
村
落
社
会
の
生
活
に
分
け
入
れ
て
い
な
い
と
言
う
他
な
い
。
特

定
の
「
聖
人
」
を
め
ぐ
っ
て
、

一
つ
の
地
域
に
限
定
し
た
ケ
l
ス
・
ス
タ
デ
ィ
を
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
し
、
ま
た
「
生
き
た
聖
人
」
が
「
聖
遺

物
」
と
な
っ
て
後
の
、
組
織
の
運
営
の
変
化
、
共
住
組
織
の
再
検
討
等
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。
古
代
末
期
の
性
（
セ
グ
シ
ャ
リ
テ
ィ
）
に
か

ら
む
生
活
規
範
の
問
題
も
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
が
割
愛
し
た
。

け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
筆
者
の
力
量
の
点
か
ら
も
、
隠
者
的
「
聖
人
」

の
社
会
的
意
味
だ
け
に
問
題
を
と
ど
め
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
だ

け
か
ら
も
、
近
年
の
研
究
の
延
長
上
に
、
幾
っ
か
展
望
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

一
つ
に
は
、
古
代
末
期
の
社
会
が
拘
束
性
の
強
い
強
制
国
家
の
下
に
あ
っ
た
か
ら
、
逃
亡
し
た
農
民
が
苦
行
者
に
な
っ
た
な
ど
と
い
う
憶
測

の
批
判
で
あ
る
。

「聖人伝」に現れる砂漠の苦行僧（足立〕

一
一
つ
に
は
、
こ
の
よ
う
な
苦
行
が
、
古
代
地
中
海
の
宗
教
に
お
け
る
、
死
と
再
生
の
通
過
儀
礼
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
社
会

定
着
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
を
示
し
た
。

こ
れ
は
特
殊
初
期
ビ
ザ
ン
ツ
的
と
は
言
え
ぬ
普
遍
的
な
活
動
と
も
言
え
る
が
、
単
に
権
力
の
尖
兵
と
い
う
の
で
な
く
て
、
村
落
の
自
律
的
機

能
の
発
展
に
寄
与
す
る
活
動
と
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
制
度
化
以
前
の
、

シ
ャ
l
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
神
と
の
直
接
交
流
を
通
じ
て
、
苦
行
者
は

自
ら
の
周
囲
に
村
人
を
結
集
さ
せ
、
再
秩
序
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
の
コ
プ
ト
や
モ
ノ
フ
ィ
ジ
ス
ト
諸
社
会
、
及
び
中

期
ピ
ザ
ン
ツ
地
方
社
会
に
連
な
る
地
域
共
同
体
形
成
が
で
き
た
と
推
測
で
き
る
。

我
々
は
、

ア
テ
ネ
や
ロ

l
マ
を
念
頭
に
、
古
代
末
期
と
い
え
ば
、
共
同
体
の
崩
壊
ば
か
り
を
考
え
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
常
に
別
な
形
に
再
生

し
た
の
で
あ
る
。
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大
学
院
生
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Desert Ascetics in the Hagiographies 

－一一TheirRole on Social Change in the Late 
Antique East Mediterranean World-

ADACHI Hiroaki 

Hermitic“holy men”or“saints”and their relation to social change 

in the Late Antique Mediterranean World have recently become a focus 

of scholarly attention. These men were the anticedents of monks, and 

they became an important element in society, especially in the East. 

This paper is an attempt to discover the social meaning of the rise of 

these “saints”from hagiographical sources. 

These hermits led ascetic lives in the desert or in the caves of rocky 

mountains. During their practice of asceticisms, they experienced me-

taphoric death or the attacks and temptations of demons, but they 

survived through the charity and help of God. In so doing, they were 

entrusted with divine “power”by God. Villagers brought various 

requests, from the healing of diseases to the reconcillation of discord 

among villagers. 

The propagation of Christianity by the church and the state consti-

tuted the background of the rise of“saints ”with divine “power.” 
However, in addition to this, there was also an autonomous movement 

of social redistribution within village societies in Late Antiquity that 

centered around the divine “power”of ascetic “saints.” 

(820) 




